
畿
内
の
家
形
石
棺

口禾

田

晴

五口

管
要
約
】
家
形
籍
骨
内
の
墓
時
代
錨
に
お
け
・
嘉
的
・
遺
物
・
；
で
あ
・
．
森
は
そ
の
家
形
籍
を
裂
霧
分
布
畿
等
よ
－

　
分
析
し
、
各
要
素
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
一
つ
の
個
性
あ
る
石
棺
群
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
「
型
」
と
し
て
捉
え
、
そ
の
関
係
を
追
求
す

　
る
こ
と
の
な
か
に
六
、
七
世
紀
に
お
け
る
寮
内
豪
族
層
の
政
治
的
動
向
を
窺
お
う
と
す
る
基
礎
的
作
業
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
畿
内
の
家
形
石
棺
は
五
つ

　
の
「
型
」
と
三
つ
の
「
石
棺
群
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
の
動
向
は
三
つ
の
画
期
を
経
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
五
世
紀
後
半
に

　
お
け
る
奈
良
盆
地
東
部
で
の
家
形
石
棺
の
発
生
、
六
世
紀
前
葉
に
お
け
る
畿
内
各
地
域
で
の
家
形
石
棺
製
作
の
開
始
、
お
よ
び
六
世
紀
末
か
ら
七
倣
紀
初

　
頭
に
お
け
る
家
形
石
棺
の
斉
一
化
の
始
ま
り
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
時
期
に
お
け
る
各
「
型
」
の
関
係
を
追
求
し
、
そ
の
意
義
を
求
め
る
と
、
そ

　
れ
ら
は
推
古
朝
、
大
化
改
新
を
経
て
律
令
体
制
へ
と
向
か
う
当
時
の
政
治
的
動
向
を
葬
送
儀
礼
の
面
に
反
映
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
九
巻
蕊
号
　
［
九
七
六
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

畿内の家形石棺（和田）

　
家
形
石
棺
と
は
古
墳
時
代
中
期
後
半
以
後
に
製
作
・
使
用
の
多
用
化
す
る
石
製
の
棺
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
な
形
態
は
蓋
が
屋
根
形
で
、
身

は
箱
形
を
呈
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
〔
水
野
一
九
五
九
〕
。
そ
の
研
究
史
は
古
く
、
す
で
に
明
治
三
二
年
頃
に
は
「
屋
根
形
石
棺
」
の
名
で

知
ら
れ
〔
八
木
一
八
九
九
〕
、
大
正
二
年
に
は
高
橋
健
自
氏
に
よ
っ
て
「
家
形
石
棺
」
の
名
が
与
え
ら
れ
た
が
〔
高
橋
一
九
一
三
a
〕
、
以
後
今

日
ま
で
、
こ
の
石
棺
を
資
料
と
し
て
考
察
の
加
え
ら
れ
た
お
も
な
テ
ー
マ
は
、
つ
ぎ
の
五
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
家
形

石
棺
は
㈲
編
年
論
、
㈲
生
死
観
念
論
一
家
葬
、
⑥
地
域
論
、
㈹
階
層
論
、
㈹
手
工
業
生
産
論
等
の
研
究
各
分
野
に
お
い
て
重
要
な
資
料
と
し
て
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取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
小
林
行
雄
氏
は
昭
和
二
六
年
の
論
語
〔
小
林
一
九
五
一
〕
に
お
い
て
、
㈲
i
◎
の
諸
聞
題
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
ご
と
き
総
括
的
な
見
解

を
発
表
し
た
。

　
要
約
す
れ
ば
、
家
形
石
棺
は
家
形
壇
輪
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
家
形
埴
輪
が
魂
去
来
の
依
代
と
し
て
あ
っ
た
の
に
対
し
、
家
形
石
棺

は
死
後
の
世
界
に
お
け
る
肉
体
の
永
住
を
具
体
化
し
た
も
の
と
し
て
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
家
形
石
棺
の
出
現
に
よ
っ
て
家
葬
の
思
想
の
存

在
が
は
じ
め
て
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
共
通
の
思
念
が
畿
内
に
お
い
て
も
九
州
に
お
い
て
も
、
屋
根
形
の
蓋
を
も
っ
た
石
棺
を
作
り
出

す
基
盤
を
な
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
家
形
石
槙
の
変
遷
過
程
に
お
い
て
、
九
州
で
は
屋
根
形
の
蓋
よ
り
も
棺
身
の
変
化
に
重
点
が
お
か
れ
、

駅
夫
式
で
も
組
合
式
で
も
、
そ
の
山
善
の
四
方
を
閉
し
た
箱
形
の
も
の
か
ら
妻
入
横
口
式
－
平
入
横
口
式
i
石
屋
形
へ
と
変
化
し
、
そ
の
方
向

は
明
ら
か
に
家
屋
の
形
状
へ
の
接
近
を
強
く
企
画
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
畿
内
の
家
形
石
縮
は
蓋
の
頂
部
の
平
坦
面
を
し
だ
い
に
広
げ
る

方
向
へ
と
一
貫
し
た
動
き
を
示
し
、
一
種
の
箱
形
の
も
の
の
製
作
と
し
て
の
意
識
を
高
め
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
。

　
家
形
石
棺
は
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
そ
の
文
化
史
的
位
置
を
獲
得
し
、
研
究
は
新
た
な
一
段
階
を
画
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
㈲
お
よ
び
㈹
に
つ
い
て
は
、
山
本
清
氏
が
山
陰
の
家
形
石
棺
を
集
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
根
県
菓
部
（
出
雲
地
方
）
で
は
、
九

州
の
家
形
石
棺
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
平
入
横
論
式
家
形
石
棺
が
き
わ
め
て
特
殊
に
発
達
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
畿
内
、
九
州
に
対
す
る

第
三
の
地
方
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
〔
山
本
一
九
七
〇
〕
。
ま
た
、
佐
田
茂
・
高
倉
洋
彰
氏
ら
は
九
州
の
家
形
石
棺
の
集
成
と
型
式
分
類
を

試
み
、
九
州
的
な
家
形
石
棺
の
特
性
と
石
棺
型
式
に
み
る
地
域
色
と
を
明
ら
か
に
し
た
〔
佐
照
一
九
七
二
〕
。

　
一
方
、
赤
松
啓
介
氏
や
丸
山
竜
平
氏
ら
は
家
形
石
棺
の
偏
在
的
な
あ
り
方
に
注
目
し
、
㈹
の
古
代
的
手
工
業
生
産
の
一
部
門
と
し
て
石
工
集

団
の
あ
り
方
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
〔
栗
山
一
九
三
四
一
五
、
赤
松
一
九
六
五
、
丸
山
一
九
七
一
〕
。
特
に
丸
山
竜
平
筑
は
、
畿
内
の
家
形

石
棺
の
劇
抜
式
と
組
合
式
と
の
問
に
分
布
差
を
認
め
、
こ
の
差
を
も
っ
て
石
棺
製
作
者
集
団
の
差
と
し
、
さ
ら
に
、
石
棺
石
材
に
花
溶
岩
の
利

用
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
よ
り
、
凝
灰
岩
を
処
理
す
る
石
工
乾
霧
と
、
切
石
横
穴
式
石
室
な
ど
花
醐
岩
を
処
理
す
る
石
工
集
団
と
の
相
違
を
考
え
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畿内の家形石棺（和田）

る
な
ど
、
古
代
石
工
集
団
の
あ
り
方
に
興
味
深
い
見
解
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
両
氏
の
場
合
に
は
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
、
特
に
編
年
的
研

究
の
成
果
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
ず
、
若
干
の
疑
聞
を
さ
し
は
さ
む
余
地
が
残
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
ご
く
最
近
に
い
た
り
、
間
壁
忠
彦
・
間
壁
葭
子
疑
ら
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
方
法
と
し
て
、
X
線
回
折
法
に
よ
る
石
棺
石
材
の
同

定
を
試
み
、
瀬
戸
内
海
水
系
を
媒
介
に
石
櫓
が
頻
繁
に
持
ち
運
ば
れ
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
移
動
の
中
に
古
代
豪
族

間
の
政
治
的
行
為
の
反
映
を
窺
う
と
い
う
方
法
を
提
鳴
し
た
〔
間
壁
一
九
七
四
、
逸
見
一
九
七
四
〕
。
そ
の
結
果
は
今
日
ま
で
に
「
石
棺
研
究

ノ
ー
ト
」
と
し
て
三
度
に
わ
た
っ
て
報
告
さ
れ
た
が
〔
間
壁
一
九
七
四
a
・
b
、
一
九
七
五
C
〕
第
三
回
目
の
「
長
持
形
石
棺
」
は
す
ぐ
れ
た

論
孜
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
以
上
の
ご
と
き
諸
先
学
の
有
意
義
な
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
畿
内
の
家
形
石
棺
を
主
と
し
て
型
式
、
石
材
、
分
布
地
域
の
三

点
よ
り
分
析
し
、
各
要
素
が
有
機
的
に
結
合
し
た
、
一
つ
の
性
格
を
も
つ
石
棺
群
を
抽
出
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
目
的
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
特
定
の
地
域
で
製
作
さ
れ
た
特
定
の
製
作
品
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て

工
人
集
団
の
あ
り
方
、
あ
る
い
は
そ
の
集
団
を
支
配
し
、
そ
の
製
品
を
彼
ら
自
身
の
た
め
に
の
み
用
い
た
豪
族
層
の
動
向
が
把
握
さ
れ
う
る
も

の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
戦
後
、
わ
が
国
の
考
古
学
界
は
後
期
古
墳
の
研
究
に
お
い
て
、
遺
跡
と
遺
物
の
編
年
に
す
ぐ
れ
た
成
果
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

画
す
主
た
る
要
因
で
あ
る
群
集
墳
を
し
て
古
代
家
族
の
台
頭
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
性
格
規
定
に
成
功
し
た
。
そ
の
結
果
、
群
集
墳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

研
究
は
共
同
体
の
戸
籍
と
し
て
資
料
化
す
る
方
向
に
努
力
が
向
け
ら
れ
、
群
集
墳
を
含
む
古
墳
群
は
特
定
氏
族
の
勢
力
の
消
長
を
示
す
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
そ
の
権
力
構
造
の
あ
り
方
を
窺
う
資
料
と
さ
れ
、
遺
構
や
遺
物
は
各
古
墳
の
階
層
性
を
見
き
わ
め
る
手
段
と
し
て
重
点
が
お
か
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
こ
で
は
古
墳
群
と
古
墳
群
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
地
域
の
限
定
や
、
あ
る
い
は
地
域
と
地
域
と
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

連
性
の
追
求
は
必
ず
し
も
活
発
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
家
形
石
棺
の
検
討
は
一
遺
物
よ
り
す
る
古
墳
、
お
よ
び
古

墳
群
の
相
互
関
連
の
し
か
た
の
追
求
と
し
て
一
定
の
意
義
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
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①
　
た
と
え
ば
須
恵
羅
で
は
横
山
浩
一
「
手
工
業
生
産
の
発
展
」
『
徽
界
考
古
学
火

　
系
』
三
　
一
九
五
九
、
旧
楢
崎
彰
二
　
「
後
期
古
墳
磐
代
の
諸
段
階
」
　
『
名
古
屋
大
学

　
文
学
部
十
周
年
記
念
論
集
』
一
九
五
九
、
田
辺
昭
三
『
陶
邑
古
無
量
群
』
一
（
『
平

　
安
学
園
研
究
論
集
』
一
）
一
九
六
六
、
馬
具
で
は
小
野
山
節
「
馬
具
と
乗
馬
の
風

　
習
」
『
世
界
考
古
学
大
系
』
三
　
～
九
五
九
、
圃
「
日
本
発
見
の
初
期
の
馬
具
」

　
『
考
古
学
雑
誌
』
五
ニ
ー
一
　
一
九
六
六
、
ま
た
横
穴
式
石
室
で
は
白
石
太
一
郎

　
「
畿
内
の
後
期
大
型
群
集
墳
に
関
す
る
一
群
考
」
『
古
代
学
研
究
』
四
二
・
四
三

　
一
九
六
穴
な
ど
に
そ
の
砿
果
が
著
し
い
。

②
　
藤
沢
長
治
「
古
墳
蒔
代
研
究
の
あ
ゆ
み
」
『
日
本
の
考
古
学
』
四
　
｝
九
六
六

　
近
藤
義
郎
編
『
佐
良
山
古
墳
群
の
研
究
』
一
九
五
二
が
そ
の
端
績
に
な
っ
た
と
い

　
わ
れ
て
い
る
。

③
最
近
で
は
水
野
正
好
『
甲
賀
郡
甲
西
町
狐
栗
宵
墳
群
調
査
概
要
』
（
『
滋
賀
県
文

　
化
財
調
査
概
要
』
）
一
九
六
八
、
同
「
群
集
墳
と
古
墳
の
終
焉
」
『
古
代
の
日
本
恥

　
五
　
一
九
七
〇
な
ど
が
あ
る
。

④
　
京
都
大
学
考
古
学
研
究
会
『
嵯
蛾
野
の
古
墳
暗
代
』
一
九
七
　
な
ど
が
あ
る
。

⑤
　
森
浩
一
・
石
部
正
志
「
後
期
並
等
の
討
論
を
回
顧
し
て
」
『
古
代
学
研
究
』
三

　
〇
　
一
九
穴
二
、
今
井
発
・
近
藤
義
郎
「
群
集
墳
の
盛
行
」
『
古
代
の
日
本
』
四

　
一
九
七
〇
。

⑥
野
上
丈
助
「
摂
河
泉
に
お
け
る
古
墳
群
の
形
成
と
そ
の
特
質
」
『
考
古
学
研
究
』

　
六
三
、
六
四
　
一
九
七
〇
な
ど
は
こ
の
方
面
に
と
り
組
ん
だ
労
作
で
あ
る
。
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二
　
家
形
石
棺
以
前
の
石
棺

　
と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
大
型
石
材
を
丁
寧
に
加
工
し
た
石
棺
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
家
形
石
棺
に
始
ま
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
夢
現
は
古
墳
時
代
前
期
後
半
、
ほ
ぼ
四
世
紀
後
半
ま
で
遡
り
、
当
時
、
た
ぶ
ん
朝
鮮
半
島
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
大
型
石

材
処
理
技
術
が
急
速
に
全
国
に
伝
わ
っ
た
結
果
、
各
地
で
割
竹
形
や
舟
形
の
劇
抜
式
石
棺
（
以
下
舟
形
石
棺
と
総
称
す
る
）
、
あ
る
い
は
長
持

形
の
組
合
式
石
棺
が
盛
ん
に
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
〔
小
林
一
九
六
五
〕
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
分
布
の
あ
り
方
は
一
様
で
は
な
く
、
こ
の
両
者
の
間
に
は
際
立
っ
た
分
布
差
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
舟
形
石
下
は

西
九
州
（
熊
本
県
中
心
）
、
香
川
県
、
島
根
県
東
部
、
京
都
府
北
部
、
福
井
県
、
群
馬
県
東
南
部
、
福
島
県
東
部
な
ど
全
国
各
地
に
分
布
し
て

　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

お
り
、

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
在
地
の
石
材
を
利
用
し
て
製
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
長
持
形
石
棺
は
奈
良
県
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
南
部

を
中
心
に
分
布
す
る
も
の
の
、
岡
山
県
か
ら
京
都
府
南
部
に
か
け
て
の
そ
れ
は
、
大
阪
府
柏
原
市
松
岳
山
古
墳
例
〔
小
林
一
九
六
七
〕
や
岡
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

県
邑
久
郡
花
光
寺
山
古
墳
例
〔
梅
原
一
九
三
七
〕
な
ど
祖
型
的
な
例
を
除
け
ば
、
他
の
い
ず
れ
も
が
兵
庫
県
南
部
加
古
川
流
域
に
産
出
す
る
竜

山
石
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
〔
間
壁
一
九
七
五
C
〕
、
石
棺
型
式
の
斉
一
性
か
ら
見
て
も
、
加
古
川
流
域
で
製
作
さ
れ
持
ち
運
ば
れ
た
も
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の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
九
州
の
一
部
の
地
域
や
京
都
府
北
部
、
群
馬
県
東
南
部
な
ど
ご
く
一
部
の
地
域
に
お
い
て
は
在
地
石
材

の
利
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
〔
間
壁
一
九
七
五
C
〕
、
そ
の
数
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
し
か
も
、
舟
形
石
棺
と
混
在
し
た
り
、
あ
る

い
は
そ
の
分
布
地
域
の
周
辺
部
に
所
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
舟
形
石
棺
と
長
持
形
石
棺
に
み
る
分
布
差
の
本
質
的
な
意
味
に
つ
い
て
は
将
来
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

少
な
く
と
も
、
大
型
石
材
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
石
棺
の
み
に
限
ら
れ
た
こ
の
時
期
に
お
け
る
石
材
処
理
技
術
の
伝
播
は
、
舟
形
石
椿
を
つ
く
る

こ
と
と
よ
り
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
後
に
畿
内
に
お
け
る
家
形
石
棺
の
発
生
と
、
そ
の
技
術
的
系
譜
を

考
え
る
に
あ
た
っ
て
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
全
般
的
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今
回
問
題
と
す
る
畿
内
の
そ
れ
を
概
観
し
て
み
る
と
、
先
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
、

当
時
の
畿
内
の
石
棺
の
主
体
は
あ
く
ま
で
長
持
形
石
棺
に
あ
る
。
舟
形
石
檀
が
奈
良
県
一
例
（
後
述
す
る
三
輪
型
単
費
O
・
二
型
式
斑
類
を
加

え
て
も
四
例
）
・
大
阪
府
二
例
・
京
都
府
衝
の
僅
か
に
四
％
で
・
し
か
も
・
各
地
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
に
対
し
・
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

持
形
石
棺
は
奈
良
県
九
（
五
）
例
、
大
阪
府
九
（
三
）
例
、
京
都
府
一
例
と
圧
倒
的
に
多
く
、
し
か
も
、
香
川
県
綾
歌
郡
鷲
ノ
山
石
と
花
閥
岩

よ
り
な
る
松
岳
山
古
墳
例
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
竜
山
石
製
と
考
え
ら
れ
る
〔
間
壁
一
九
七
五
C
〕
。
そ
し
て
、
前
者
が
比
較
的
周
辺
の
古
墳

に
採
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
の
多
く
は
大
王
陵
を
は
じ
め
と
す
る
中
心
部
の
大
型
前
方
後
円
墳
に
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
長
持
形
石
棺
は
畿
内
文
化
を
代
表
す
る
一
指
標
と
さ
れ
〔
小
林
一
九
六
一
〕
、
葛
城
氏
が
深
く
関
与
し
た
当
時
の
大
和
政
権
と
強

く
結
び
つ
く
石
棺
型
式
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
〔
間
壁
一
九
七
五
C
〕
。

　
と
こ
ろ
が
、
大
型
前
方
後
円
墳
と
結
び
つ
い
た
長
持
形
石
棺
も
五
世
紀
後
半
以
後
に
は
、
前
者
の
衰
退
に
と
も
な
い
漸
次
消
滅
の
方
向
に
向

か
う
の
で
あ
る
が
、
畿
内
に
お
い
て
二
上
山
石
材
の
開
発
が
始
ま
り
、
続
い
て
各
地
域
で
家
形
石
棺
の
製
作
が
開
始
さ
れ
出
す
の
は
ま
さ
に
こ

の
時
期
に
お
い
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
①
　
同
志
社
大
学
考
古
学
研
究
会
『
同
志
社
考
古
』
一
〇
　
一
九
七
三
に
舟
形
石
棺
　
　
　
　
　
の
全
国
的
な
地
名
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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②
　
こ
れ
ま
で
も
松
本
雅
明
「
古
墳
文
化
の
成
立
と
大
陸
」
『
古
代
ア
ジ
ア
と
九
州
』

　
（
『
九
州
文
化
論
集
』
一
）
一
九
七
三
（
九
州
の
舟
形
石
棺
地
名
表
掲
載
）
、
西
川

　
宏
・
飛
車
点
心
　
他
「
瀬
戸
内
」
　
『
日
本
の
考
古
学
』
四
　
　
九
六
六
、
高
堀
勝
喜

　
・
告
岡
康
暢
「
北
陸
」
　
『
日
太
・
の
考
古
学
』
四
　
一
九
六
六
、
鎌
崎
藏
左
雄
『
横

　
穴
式
古
墳
の
研
究
』
一
九
穴
六
な
ど
多
く
の
論
評
や
報
告
書
で
、
そ
れ
ぞ
れ
在
地

　
の
石
材
を
利
用
し
た
石
棺
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
ぎ
た
が
、
間
壁
忠
彦
・
間
壁
葭
子

　
氏
の
前
掲
論
文
に
各
地
域
の
石
材
の
分
析
結
果
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

③
　
梅
原
宋
治
「
備
前
行
幸
村
花
光
寺
山
古
墳
」
『
近
畿
地
方
古
墳
墓
の
調
査
』
二

　
（
『
日
本
吉
文
化
研
究
所
報
告
十
四
）
一
九
三
七
に
は
凝
灰
岩
と
な
っ
て
い
る
が
、

　
石
棺
型
式
か
ら
い
っ
て
も
不
詳
。

④
　
そ
の
ほ
か
に
竪
穴
式
石
室
の
天
井
石
に
加
工
し
た
石
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例

　
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
の
場
合
、
石
室
内
部
に
石
棺
が
埋
納
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
が
多
い
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。
特
に
前
者
の
よ
う
な
場
合
に

　
は
古
墳
築
造
過
程
に
お
け
る
石
工
集
団
の
果
し
た
役
割
の
大
き
さ
を
知
る
。

⑤
　
京
都
府
綴
喜
郡
八
幡
茶
臼
山
古
墳
例
（
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
製
）
〔
梅
原
末
治
「
山

　
城
綴
喜
郡
茶
臼
出
古
墳
と
目
皿
見
物
」
『
考
古
学
雑
誌
』
六
一
九
　
一
九
＝
ハ
〕
、

　
奈
良
市
不
退
寺
石
棺
（
北
九
州
唐
津
湾
岸
の
砂
岩
製
）
、
〔
佐
藤
虎
雄
「
佐
保
・
佐

　
紀
地
域
」
　
『
奈
良
市
史
』
考
古
編
　
　
～
九
六
八
〕
、
大
阪
府
柏
原
市
安
福
蓉
眉
棺

　
（
鷲
の
山
石
）
〔
梅
原
末
払
幻
「
玉
手
安
福
寺
境
内
割
竹
形
石
棺
」
　
『
大
阪
府
…
史
跡
名

　
勝
天
然
認
念
物
調
査
報
告
』
五
　
一
九
三
四
〕
、
大
阪
府
堺
市
野
々
井
二
本
木
山

　
古
墳
例
（
不
明
）
〔
藤
沢
一
夫
「
野
々
井
二
本
木
山
古
墳
の
調
査
」
『
大
阪
府
…
の
文

　
化
財
』
一
九
六
二
〕
。
石
材
の
分
析
は
聞
壁
忠
彦
氏
ら
に
よ
る
。

⑥
（
）
内
は
古
文
献
等
で
予
測
さ
れ
て
い
る
も
の
の
数
で
あ
る
。
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三
　
家
形
石
棺
の
分
析
と
「
型
」
の
設
定

《
［
》
　
割
抜
式
石
棺
（
第
1
・
2
図
）

　
そ
れ
で
は
、
つ
ぎ
に
家
形
石
墨
の
分
析
に
移
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
畿
内
の
家
形
石
棺
に
は
創
抜
式
石
棺
と
そ
れ
を
上
回
る
数
の
組
合
式
石
棺

が
あ
り
、
両
者
の
間
に
分
布
差
の
認
め
ら
れ
る
事
実
は
す
で
に
多
く
の
人
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
劇
単

式
石
棺
を
型
式
・
石
材
・
分
布
地
域
の
三
点
よ
り
分
析
し
、

た
い
と
思
う
。

　
　
　
〈
一
〉
型
式
分
類

先
の
方
法
が
妥
当
な
も
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
つ
ぎ
に
組
合
式
石
棺
へ
と
進
み

　
と
こ
ろ
で
、
二
品
式
石
棺
に
関
し
て
は
、
す
で
に
小
林
行
雄
氏
に
よ
り
編
年
の
基
礎
が
打
ち
立
て
ら
れ
て
お
り
〔
小
林
一
九
五
一
〕
、
今
日

ま
で
妥
当
な
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本
稿
も
基
本
的
に
は
そ
れ
に
従
う
も
の
で
あ
る
が
、
型
式
分
類
に
関
し
て
は
さ
ら
に
細
分
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①

の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
本
稿
で
は
分
類
の
主
眼
を
蓋
に
み
ら
れ
る
突
起
の
数
と
形
態
に
求
め
、
前
後
・
左
右
の
順
に
こ
れ
を
数

え
て
石
棺
の
型
式
名
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
畿
内
の
「
典
型
的
な
」
　
〔
水
野
一
九
五
九
〕
家
形
石
棺
で
、
二
面
式
の
身
と
、
前
後
短
辺
に
各

一
個
、
左
右
長
辺
に
各
二
個
の
突
起
を
有
す
蓋
を
も
つ
例
は
「
劇
抜
一
・
一
・
二
・
二
型
式
」
と
な
る
。
た
だ
、
畿
内
の
家
形
石
棺
で
は
前

後
・
左
右
そ
れ
ぞ
れ
で
突
起
数
を
違
え
る
例
が
な
い
た
め
、
こ
れ
を
略
し
て
「
劇
面
一
・
二
型
式
」
と
す
る
。

　
ま
た
、
家
形
石
槙
編
年
の
基
準
と
な
る
蓋
頂
部
の
平
坦
面
に
関
し
て
は
、
蓋
の
全
体
幅
に
対
す
る
割
合
を
平
坦
面
指
数
（
平
坦
面
幅
÷
蓋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

全
体
幅
×
一
〇
〇
）
と
し
て
こ
れ
を
指
数
化
す
る
。

　
①
劇
抜
T
O
型
式

　
こ
の
型
式
は
蓋
の
形
態
、
お
よ
び
突
起
の
形
態
・
位
置
な
ど
よ
り
さ
ら
に
二
類
に
分
類
さ
れ
る
。

　
a
類
（
第
1
図
1
）
は
大
阪
府
藤
井
寺
市
唐
櫃
山
古
墳
例
〔
北
野
一
九
六
二
〕
と
岡
長
持
山
古
墳
一
号
棺
（
北
棺
）
〔
梅
原
一
九
三
四
〕
を

標
識
と
す
る
も
の
で
、
前
者
の
蓋
は
頂
部
が
丸
く
終
り
（
へ
類
）
、
後
者
の
そ
れ
は
僅
か
な
平
坦
面
を
な
し
て
い
る
（
勉
類
）
。
と
も
に
蓋
と
身

の
前
後
に
太
い
円
柱
状
の
突
起
を
も
ち
、
身
は
底
部
に
向
か
う
ほ
ど
狭
く
な
る
な
ど
、
多
分
に
舟
形
石
棺
の
要
素
を
残
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
b
類
（
第
2
図
6
）
は
、
蓋
の
平
坦
面
指
数
が
五
〇
を
越
え
、
突
起
は
蓋
の
垂
直
面
に
下
り
て
く
る
も
の
で
、
身
は
完
全
な

箱
形
を
示
し
、
突
起
は
な
い
。
京
都
府
長
岡
京
市
光
明
寺
一
号
棺
〔
堤
一
九
六
八
〕
・
大
阪
府
茨
木
市
耳
原
古
墳
二
号
棺
〔
梅
原
一
九
三
五
〕
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

②
劇
抜
O
・
二
型
式

　
こ
の
型
式
も
主
と
し
て
突
起
の
形
状
よ
り
二
分
さ
れ
る
。

　
a
類
（
第
1
図
2
）
は
断
面
円
形
、
ま
た
は
隅
丸
方
形
の
小
さ
く
華
著
な
突
起
が
蓋
の
斜
面
よ
り
斜
上
方
に
向
か
っ
て
付
い
て
い
る
も
の
で
、

蓋
斜
面
の
左
右
長
側
面
は
少
し
丸
味
を
も
ち
、
身
は
い
ま
だ
底
部
に
向
か
う
に
つ
れ
て
僅
か
に
幅
狭
く
な
っ
て
い
る
。
蓋
の
頂
部
は
丸
く
終
る

も
の
と
指
数
二
〇
以
下
の
幅
狭
い
平
坦
面
を
な
す
も
の
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
に
街
類
・
勉
類
と
細
分
す
る
。
斑
類
は
奈
良
県
桜
井
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畿内の家形石棺（和田）
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市
兜
塚
古
墳
例
〔
天
沼
一
九
二
二
〕
、
％
類
は
奈
良
県
天
理
市
東
乗
鞍
古
墳
一
号
棺
〔
佐
藤
甲
羅
一
六
〕
な
ど
で
あ
る
。

　
b
類
（
第
1
図
3
・
4
）
と
す
る
も
の
も
、
断
面
円
形
に
近
い
突
起
が
蓋
の
斜
面
よ
り
斜
上
方
に
突
出
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
は
a
類
と

同
じ
で
あ
る
が
、
突
起
が
太
く
頑
丈
で
、
先
端
が
蓋
の
頂
部
平
坦
面
の
高
さ
に
ま
で
近
接
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
蓋
の
各
稜
線
が
直
線

化
し
、
身
は
完
全
な
箱
形
を
な
す
。
平
坦
面
指
数
は
約
一
五
か
ら
三
〇
近
く
を
示
し
、
指
数
の
増
加
に
し
た
が
い
突
起
は
徐
々
に
矩
形
化
す
る
。

奈
良
県
北
葛
城
郡
笛
吹
神
社
古
墳
例
〔
坪
井
一
九
二
ご
、
天
沼
一
九
一
四
、
泉
森
一
九
七
一
〕
、
同
御
所
市
権
現
堂
古
墳
一
号
棺
〔
佐
藤
一
九

一
六
、
網
干
一
九
五
七
a
〕
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
③
劇
抜
一
・
二
型
式

　
畿
内
の
「
典
型
的
な
」
家
形
石
棺
の
型
式
と
さ
れ
る
も
の
で
、
短
歌
化
し
た
突
起
と
箱
形
の
身
を
も
つ
最
も
定
型
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

平
坦
面
の
広
狭
と
突
起
の
位
置
・
形
態
に
見
落
し
が
た
い
差
が
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
a
類
（
第
1
図
5
）
は
劇
毒
O
・
二
型
式
b
類
の
突
起
が
矩
形
化
し
た
も
の
で
あ
る
断
面
長
方
形
の
太
い
突
起
が
、
蓋
の
斜
面
に
付

い
て
い
る
も
の
で
、
平
坦
面
指
数
は
三
〇
前
後
か
ら
四
〇
未
満
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
平
坦
面
指
数
が
四
〇
を
越
え
、
突
起
が
蓋
の
垂
直
面
に
お
り
て
く
る
と
、
突
起
の
形
態
は
断
面
正
方
形
の
方
向
に
定
型
化
が

進
む
も
の
と
、
よ
り
断
面
長
方
形
に
定
型
化
す
る
も
の
と
に
分
化
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
者
を
b
類
（
第
1
図
6
1
8
）
、
後
者
を
。
類
（
第

2
図
1
・
2
）
と
す
る
。
な
お
、
b
類
の
一
部
に
は
石
棺
身
の
妻
部
に
横
ロ
を
も
つ
も
の
が
現
わ
れ
る
た
め
に
、
そ
の
有
無
に
よ
り
b
類
は
妨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

類
（
無
）
・
揺
、
類
（
有
）
と
区
分
す
る
。

　
代
表
例
は
a
類
が
奈
良
県
高
市
郡
都
響
古
墳
例
〔
網
千
一
九
六
八
〕
、
U
類
が
大
阪
府
南
河
内
郡
金
融
古
墳
一
・
二
号
棺
〔
小
林
一
九
五
三
〕
、

豆
類
が
大
阪
府
富
田
林
市
お
亀
石
古
墳
例
〔
高
橋
一
九
一
三
b
〕
、
c
類
が
奈
良
県
桜
井
市
艸
墓
古
墳
例
〔
天
沼
一
九
一
四
、
梅
原
一
九
三
五
〕

　
　
④

で
あ
る
。

　
④
劇
抜
無
突
起
型
式
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畿内の家形石棺（和田）

　
こ
の
型
式
は
蓋
の
形
態
を
中
心
に
、
ま
ず
創
抜
一
・
二
型
式
か
ら
突
起
を
取
り
除
い
た
だ
け
の
屋
根
形
の
蓋
の
も
の
を
a
類
（
第
2
図
3
i

5
）
と
し
、
特
殊
で
個
体
差
の
大
き
い
形
態
を
示
す
蓋
の
も
の
を
b
類
（
第
2
図
7
・
8
）
と
す
る
。
ま
た
、
a
類
は
身
の
妻
部
に
横
口
を
も

た
な
い
か
、
も
っ
か
で
砺
類
・
妬
類
と
細
分
す
る
。
a
類
の
平
坦
面
指
数
は
四
〇
余
り
か
ら
七
〇
を
越
え
る
も
の
ま
で
存
在
す
る
。

　
代
表
例
は
碧
羅
が
奈
良
県
橿
原
市
小
谷
古
墳
例
〔
佐
藤
一
九
一
三
〕
、
恥
類
が
大
阪
府
南
河
内
郡
松
井
塚
古
墳
例
〔
大
阪
府
教
委
一
九
五
八
、

藤
沢
一
九
六
二
〕
、
b
類
が
奈
良
県
橿
原
市
菖
蒲
池
古
墳
一
・
二
号
棺
〔
上
田
一
九
二
七
〕
で
あ
る
。

　
以
上
、
畿
内
の
愈
愈
式
家
形
石
棺
は
四
型
式
九
類
、
さ
ら
に
細
か
く
は
四
型
式
一
三
類
に
型
式
分
類
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
〈
二
〉
編
年
観

　
で
は
、
各
型
式
の
編
年
観
に
つ
い
て
つ
ぎ
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
創
抜
一
・
O
型
式
a
類
で
は
長
持
山
古
墳
・
一
号
椿
に
衝
角
付
冑
、
捷
甲
、
短
甲
、
鞍
金
具
・
嬉
遊
・
轡
・
杏
葉
な
ど
の
馬
具
類
、
鉄

刀
、
鉄
矛
、
鉄
鎌
な
ど
多
数
の
遣
物
の
伴
出
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
〔
小
林
一
九
六
二
〕
、
そ
の
甲
冑
、
お
よ
び
馬
具
類
は
五
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
中
葉
、
な
い
し
は
後
半
に
編
年
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
同
古
墳
が
図
録
天
皇
陵
に
治
定
さ
れ
る
前
方
後
円
墳
の
陪
塚
的
位
置
に
存
在
す

る
こ
と
と
関
連
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
一
例
を
出
土
し
た
唐
櫃
山
古
墳
も
同
じ
く
允
霜
天
皇
陵
の
陪
塚
群
中
に
あ
り
、
や
は
り
宇
角
付
冑
、

短
甲
、
鉄
鎌
、
轡
、
杏
葉
、
金
銅
製
三
輪
玉
、
金
銅
製
帯
金
具
、
直
弧
文
鹿
角
帯
刀
子
な
ど
を
伴
出
し
〔
北
野
一
九
六
二
〕
、
ほ
ぼ
同
時
期
の

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
両
石
棺
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
は
、
形
態
の
ほ
か
に
退
化
し
た
堅
穴
耳
石
室
内
に
埋
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
蓋
と
身
の
結

合
に
印
籠
蓋
の
技
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
つ
の
要
素
は
畿
内
で
は
と
も
に
古
式
な
家
形
石
棺
の
特
徴
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

あ
り
、
前
者
は
他
に
早
寒
O
・
二
型
式
a
類
、
後
者
は
劇
抜
O
・
二
型
式
a
類
と
同
b
類
の
一
部
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
二
要
素
が
と
も
に
備
わ
っ
た
馴
抜
O
・
二
型
式
a
類
は
主
脚
一
・
O
型
式
a
類
と
き
わ
め
て
近
似
し
た
時
期
の
所
産
と
推
測
さ
れ
る
。
劇

毒
0
・
二
型
式
の
石
棺
は
形
態
学
的
に
は
馬
類
か
ら
愚
筆
へ
と
変
化
し
た
も
の
と
考
え
る
が
、
よ
り
新
し
い
妬
類
に
属
す
東
乗
鞍
古
墳
一
号
棺
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（
指
数
一
五
）
が
横
穴
式
石
室
内
に
遺
存
し
、
六
世
紀
前
半
の
年
代
学
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
〔
白
石
一
九
六
六
、
清
水
一
九
七
一
1
二
〕

妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
東
乗
鞍
古
墳
一
号
棺
は
横
穴
式
石
室
内
に
埋
納
さ
れ
た
家
形
石
棺
と
し
て
は
最
古
の
型
式
を
示
し
て
い
る
。

　
馴
抜
0
・
二
型
式
b
類
で
は
、
後
述
の
ご
と
く
、
奈
良
盆
地
南
部
よ
り
滋
賀
県
高
島
郡
に
搬
出
さ
れ
た
と
推
定
す
る
鴨
稲
荷
山
古
墳
例
が
、

垂
飾
付
金
製
耳
飾
・
金
銅
製
冠
・
沓
・
三
輪
玉
ほ
か
多
数
の
装
身
具
、
馬
具
類
、
刀
剣
類
、
お
よ
び
田
辺
昭
三
氏
に
よ
る
編
年
〔
田
辺
一
九
六

六
〕
の
T
K
一
〇
型
式
に
近
い
須
恵
器
な
ど
と
伴
出
し
て
お
り
〔
浜
田
一
九
二
三
〕
、
六
世
紀
前
葉
か
ら
中
葉
に
か
か
る
頃
の
所
産
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
石
棺
は
平
坦
面
指
数
二
五
を
示
し
、
蓋
の
前
後
に
扁
平
な
板
状
の
突
出
部
を
も
つ
点
で
劇
抜
0
・
二
型
式
b
類
で
も
後
出

の
部
類
に
あ
た
り
、
劇
歩
一
・
二
型
式
a
類
へ
の
過
渡
的
な
形
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
劇
抜
O
・
二
型
式
b
類
は
六
世
紀
前

葉
か
ら
一
部
中
葉
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
り
、
劇
抜
山
・
二
型
式
a
類
は
六
世
紀
中
葉
以
後
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
一
方
、
胴
抜
一
・
二
型
式
a
類
が
よ
り
定
型
化
し
た
段
階
を
示
す
b
類
で
は
最
も
古
い
形
態
の
金
山
古
墳
一
・
二
号
棺
（
指
数
四
〇
と
四
二
）

が
、
T
K
二
〇
九
型
式
並
行
の
須
恵
器
（
無
蓋
母
語
）
と
伴
出
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
六
世
紀
末
頃
が
a
類
と
b
類
の
時
期
を
区
切
る
一
線
と
推
定

さ
れ
る
。
ま
た
、
b
類
で
は
型
式
的
に
最
も
新
し
い
お
亀
石
古
墳
例
（
指
数
四
六
）
は
、
石
棺
の
外
部
施
設
を
構
成
し
て
い
た
平
瓦
が
近
接
す

る
新
堂
廃
寺
創
建
時
の
瓦
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
七
世
紀
前
葉
の
年
代
観
を
与
え
ら
れ
て
い
る
〔
坪
井
一
九
六
一
〕
。

　
劇
抜
口
・
二
型
式
。
類
で
は
、
畿
内
に
分
布
す
る
こ
の
型
式
の
中
で
最
も
新
し
い
部
類
の
艸
墓
古
墳
例
（
指
数
五
二
）
が
、
切
石
横
穴
式
石

室
内
に
存
在
す
る
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
白
石
太
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
石
室
は
「
岩
屋
山
亜
式
」
と
さ
れ
、
そ
れ
に
先
行
す
る

「
岩
屋
山
人
横
穴
式
石
室
」
は
ほ
ぼ
七
世
紀
の
第
2
四
半
世
紀
頃
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
〔
白
石
一
九
七
三
〕
。
し
た
が
っ
て
、

「
岩
屋
急
斜
式
」
の
石
室
内
に
存
在
す
る
艸
墓
古
墳
例
は
そ
れ
と
同
時
期
か
、
や
や
降
る
七
世
紀
中
葉
頃
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
。
類
の
出
現
暗
君
は
創
抜
一
・
二
型
式
b
類
の
出
現
と
ほ
ぼ
同
じ
六
世
紀
末
頃
と
推
定
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
b
・
c
類
は
と
も
に

a
類
の
型
式
的
発
展
上
で
分
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
後
述
の
ご
と
く
、
c
類
と
同
一
型
式
の
蓋
を
も
つ
組
合
式
石
棺
の
出
現
が
六
世
紀

末
に
は
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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畿内の家形石棺（相田）

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
岩
屋
山
砂
」
の
石
室
と
い
え
ぼ
小
谷
古
墳
の
石
室
が
そ
の
数
少
な
い
一
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
に
は
卓
抜
無

突
起
型
式
a
類
の
家
形
石
棺
（
指
数
五
〇
）
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
艸
墓
古
墳
例
と
の
対
比
か
ら
、
割
抜
無
突
起
型
式
a
類
は
馴
抜

一
・
二
型
式
。
類
の
存
続
期
間
中
に
出
現
し
た
と
の
予
測
が
成
り
立
つ
。
小
谷
古
墳
例
よ
り
も
小
さ
な
平
坦
面
指
数
を
示
す
奈
良
県
桜
井
市
弁

天
社
古
墳
二
号
棺
（
指
数
四
王
）
〔
網
干
一
九
五
九
〕
や
大
阪
府
羽
曳
野
市
飛
鳥
石
棺
（
指
数
四
四
）
〔
岸
本
一
九
三
二
〕
な
ど
は
六
世
紀
末
、

な
い
し
は
七
世
紀
初
頭
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
高
い
。
他
方
、
平
坦
面
指
数
の
よ
り
大
き
い
部
類
で
は
指
数
五
五
を
示
す
松
井
塚
古
墳
例
が
あ

り
、
石
室
や
墳
丘
が
大
化
の
薄
葬
令
に
従
っ
て
築
造
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
　
「
築
造
年
代
も
大
化
二
年
を
降
る
こ
と
余
り

遠
く
な
い
も
の
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
大
阪
府
教
委
一
九
五
八
〕
。
　
こ
の
型
式
に
は
ほ
か
に
奈
良
市
押
熊
石
棺
〔
奈
良
橿
原
一
九
七
乙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ご
と
く
指
数
七
〇
を
越
え
る
も
の
か
ら
、
家
形
石
棺
の
系
譜
上
に
は
あ
っ
て
も
屋
根
形
を
な
さ
な
く
な
る
も
の
ま
で
存
在
し
、
そ
の
終
末
の
時

期
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
ほ
ぼ
七
世
紀
い
っ
ぱ
い
存
続
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
割
抜
無
突
起
型
式
b
類
で
も
年
代
を
明
ら
か
に
し
う
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
石
室
の
構
造
、
漆
喰
の
利
用
法
〔
安
田
一
九
七
二
〕
な

ど
よ
り
、
ほ
ぼ
七
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
の
も
の
と
推
定
す
る
。

　
か
つ
て
小
林
行
雄
氏
は
畿
内
の
劇
年
式
家
形
石
棺
の
形
態
変
化
を
突
起
の
数
・
位
置
・
形
態
、
お
よ
び
蓋
頂
部
の
平
坦
面
の
広
狭
に
捉
え
、

こ
れ
を
編
年
し
た
が
〔
小
林
一
九
五
一
〕
、
以
上
の
考
察
は
そ
の
見
解
が
基
本
的
に
正
し
い
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
野
馳
式
家
形
石
棺
全
体
の

型
式
変
遷
に
お
け
る
各
個
体
の
位
置
は
、
ほ
か
な
ら
ず
平
坦
面
指
数
が
こ
れ
を
最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
考
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
平
坦
面
指
数
と
年
代
観
と
の
対
応
と
い
う
か
た
ち
で
以
上
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
そ
の
場
合
、
蓋
の
全
体
幅
に
対
す
る
平

坦
面
幅
の
割
合
が
四
分
の
一
（
指
数
二
五
）
、
三
分
の
一
（
同
三
三
）
、
二
分
の
一
（
同
語
〇
）
と
明
確
な
比
率
を
も
つ
も
の
が
最
も
注
目
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
六
世
紀
前
葉
と
中
葉
、
六
世
紀
中
葉
と
後
葉
、
お
よ
び
七
世
紀
前
葉
と
中
葉
を
分
か
つ
頃
の
も
の
と
考
え
る
の
が

最
も
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
指
数
約
一
〇
前
後
が
五
世
紀
と
六
世
紀
の
、
指
数
四
二
、
四
三
程
度
が
六
世
紀
と
七
世
紀
の
境
を
分
か
つ
頃
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
各
型
式
の
年
代
観
に
つ
い
て
は
第
2
表
に
一
括
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
以
上
の
考
察
よ
り
帰
納
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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〈
三
〉
型
式
と
石
材

　
以
上
見
て
き
た
畿
内
の
昏
乱
式
家
形
石
棺
の
型
式
変
遷
は
、
一
部
を
除
い
て
き
わ
め
て
滞
の
な
い
発
展
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

各
型
式
と
石
材
と
の
対
応
、
あ
る
い
は
分
布
の
状
態
等
を
検
討
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
馴
抜
式
家
形
石
糖
全
体
を
支
配
す
る
流
れ
の
背
景
に
は

大
き
な
断
絶
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
劇
抜
筆
石
確
は
型
式
を
包
み
込
む
か
た
ち
で
大
き
く
四
つ
の
群
に
統
合
さ
れ
う
る
の

で
あ
る
。

　
で
は
、
ま
ず
最
初
に
石
棺
型
式
と
石
材
と
の
対
応
を
見
て
み
た
い
。

　
畿
内
の
家
形
石
棺
の
石
材
に
関
し
て
は
、
以
前
よ
り
、
奈
良
県
と
大
阪
府
の
境
に
位
置
す
る
二
上
山
の
い
わ
ゆ
る
「
松
香
石
」
の
利
用
が
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

定
さ
れ
〔
関
野
一
九
二
五
、
川
勝
一
九
五
七
〕
、
他
に
若
干
異
質
な
も
の
の
存
在
も
予
想
さ
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
、
石
棺
石
材
と
そ
の
産
地

と
の
同
定
問
題
が
解
決
さ
れ
る
た
め
に
は
、
自
然
科
学
の
分
析
技
術
を
も
ち
込
ん
だ
こ
こ
二
、
三
年
の
間
壁
忠
彦
・
葭
子
夫
妻
の
業
績
〔
間
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

一
九
七
四
a
・
b
、
一
九
七
五
a
・
b
・
c
〕
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
氏
ら
は
X
線
回
折
法
に
よ
る
岩
石
の
同
定
よ
り
、
畿
内
に
は
少

な
く
と
も
兵
庫
県
加
古
川
下
流
域
の
竜
山
石
、
香
川
県
綾
歌
郡
鷲
の
山
石
、
九
州
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
、
佐
賀
県
唐
津
湾
岸
の
砂
岩
、
畿
内
二
上

山
白
色
系
凝
灰
岩
（
松
香
石
〕
、
同
二
上
山
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
の
六
種
類
の
岩
石
の
利
用
を
確
認
し
、
①
畿
内
で
は
家
形
石
棺
に
先
行
す
る
舟
形

石
獣
や
長
持
形
石
棺
に
は
前
四
種
の
石
材
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
松
岳
山
古
墳
例
を
除
く
長
持
形
石
棺
に
は
い
ず
れ
も
竜
山
石
が
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
②
二
上
山
石
材
の
開
発
は
家
形
石
棺
の
段
階
に
な
っ
て
、
二
上
山
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
i
二
上
山
白
色
系
凝
灰
岩
の
順
に
開
発
さ
れ
た

こ
と
、
③
家
形
石
棺
に
は
二
上
山
の
二
種
の
石
材
と
と
も
に
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
、
お
よ
び
竜
山
石
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
本
稿
で
の
石
材
の
分
析
は
、
氏
ら
の
業
績
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
が
、
畿
内
の
家
形
石
棺
に
利
用
さ
れ
た
四
種
の
石
材
は
そ
の
「
特
微

的
性
格
」
　
〔
間
壁
一
九
七
四
a
〕
に
し
た
が
い
肉
眼
的
に
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
自
身
が
独
自
に
お
こ
な
っ
た
肉
眼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

観
察
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
対
象
石
棺
中
知
見
に
入
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
前
記
四
種
の
石
材
よ
り
な
る
こ
と
が
追
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
他
に
組
合
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式
石
棺
の
中
に
若
干
白
色
、
な
い
し
は
淡
青
灰
色
で
時
に
小
礫
を
ま
じ
え
た
軟
質
の
砂
質
凝
灰
岩
の
存
在
が
指
摘
で
き
、
　
い
わ
ゆ
る
「
松
香

石
」
と
こ
れ
ら
砂
質
凝
灰
岩
と
の
間
に
も
若
干
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
二
上
山
付
近
の
凝
灰
岩
質
石
材
に
は
鹿
谷
事
跡
付
近
に
分
布
す
る
鹿
谷
火
山
岩
と
上
・
中
・
下
部
屯
鶴
土
層
中
の
凝
灰
岩
、
畑

火
山
系
の
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
、
お
よ
び
玉
手
山
凝
灰
岩
が
存
在
す
る
〔
笠
聞
一
九
五
六
、
松
下
一
九
七
一
〕
。
松
脂
岩
腎
の
黒
い
斑
点
を
含
む
、

い
わ
ゆ
る
「
松
香
石
」
は
鹿
谷
火
山
岩
を
さ
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
岩
石
と
同
時
異
質
な
も
の
と
さ
れ
る
下
部
屯
鶴
三
層
も
松
脂
岩
屑
を
含
み
、

風
化
す
る
と
識
別
が
非
常
に
困
難
と
さ
れ
て
い
る
〔
笠
問
一
九
五
六
〕
。
し
か
も
、
前
述
の
砂
質
凝
灰
岩
は
上
部
屯
鶴
峯
層
の
露
出
す
る
屯
鶴

首
に
類
例
を
見
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
は
こ
れ
ら
二
上
山
周
辺
の
白
色
系
の
凝
灰
岩
の
細
分
は
さ
け
、
一
括
し
て
「
二
上
山
白
色

凝
灰
岩
」
と
し
、
二
上
山
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
に
対
比
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
玉
手
山
凝
灰
岩
の
石
棺
へ
の
利
用
例
は
横
穴
内
で
の
造
り
付
け

　
⑫

石
棺
を
除
け
ば
鼠
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
分
類
し
た
石
材
は
エ
上
山
白
色
凝
灰
岩
、
同
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
、
竜
山
石
、
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

蘇
熔
結
凝
灰
岩
の
四
種
類
で
あ
り
、
不
明
は
二
、
三
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
石
材
と
石
棺
型
式
と
の
対
応
関
係
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
剴
抜
一
・
O
型
式
a
類
は
二
例
と
も
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
で
あ

る
。
続
い
て
劃
抜
O
・
二
型
式
で
は
a
類
が
い
ず
れ
も
二
上
山
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
よ
り
な
っ
て
お
り
、
b
類
が
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
よ
り
な
る
こ

と
と
著
し
い
差
を
示
す
。
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
こ
の
ほ
か
に
、
b
類
の
型
式
の
発
展
上
に
考
え
ら
れ
る
劇
薬
一
・
二

型
式
a
・
b
類
、
お
よ
び
劇
抜
無
突
起
型
式
a
・
b
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
材
は
ほ
と
ん
ど
い
ず
れ
も
が
典
型
的
な
「
松
香
石
」
で
あ
る
点

は
、
今
回
同
じ
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
と
し
て
一
括
し
た
小
礫
ま
じ
り
の
砂
質
凝
灰
岩
が
、
お
も
に
奈
良
盆
地
西
部
を
中
心
と
す
る
組
合
式
石
棺

に
み
ら
れ
る
と
い
う
現
象
と
対
比
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
石
材
の
詳
細
な
分
類
と
二
上
山
周
辺
の
石
材
採
掘
問
題
と

し
て
解
決
を
将
来
に
も
ち
こ
し
て
お
き
た
い
。

　
一
方
、
竜
山
石
を
利
用
す
る
石
棺
型
式
に
は
、
ま
ず
油
抜
式
か
組
合
式
か
は
不
明
確
だ
が
O
・
二
型
式
b
類
と
推
定
復
原
さ
れ
た
一
例
（
奈

良
県
北
葛
城
郡
狐
井
誠
山
古
墳
付
近
の
石
棺
〔
泉
森
一
九
七
三
〕
）
が
あ
り
、
　
つ
づ
い
て
劇
抜
一
・
二
型
式
a
・
c
類
、
劇
抜
一
・
○
型
式
b
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類
、
お
よ
び
劇
抜
無
突
起
型
式
a
。
b
類
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

　
し
た
が
っ
て
、
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
、
二
上
山
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
、
同
白
色
凝
灰
岩
、
お
よ
び
竜
山
石
の
四
種
の
石
材
を
利
用
す
る
劇
抜
式
家
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6

石
棺
は
、
互
い
に
型
式
的
な
関
連
性
が
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
少
な
く
と
も
「
類
」
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
形
態
を
と
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
の
石
棺
と
竜
山
石
製
の
そ
れ
と
は
特
に
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
こ
の
点
で
は
同

時
期
の
畿
内
の
組
合
式
石
棺
や
他
地
方
の
い
わ
ゆ
る
畿
内
的
な
家
形
石
棺
と
対
比
し
た
場
合
に
お
い
て
、
最
大
の
特
色
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
家
形
石
棺
が
最
も
定
型
化
す
る
段
階
、
す
な
わ
ち
、
創
抜
一
・
二
型
式
a
類
が
b
類
と
。
類
と
に
分
化
す
る
段
階
に
お
い
て
、
b
類

は
二
上
山
白
樺
凝
灰
岩
、
c
類
は
竜
山
石
と
明
確
に
分
離
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
現
象
は
両
石
棺
製
作
地
の
自
立
化
が

こ
の
段
階
忙
お
い
て
成
し
と
げ
ら
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
述
の
ご
と
く
竜
山
石
製
の
石
棺
が
急
増
す
る
の
も
ま
さ
に
こ
の
時

期
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
型
式
に
お
い
て
は
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
と
竜
山
石
製
の
石
棺
と
の
間
に
は
明
確
な
型
式
差
は
見
い
出
し
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

な
い
が
、
畿
内
の
身
抜
横
口
式
石
棺
の
ほ
と
ん
ど
が
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
で
、
竜
山
石
製
の
も
の
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
劇
渋

墨
突
起
型
式
b
類
の
主
体
は
竜
山
石
製
石
棺
に
あ
り
、
特
に
菖
蒲
池
古
墳
一
・
二
号
棺
の
ご
と
く
石
棺
蓋
の
四
隅
の
稜
に
「
そ
り
」
を
も
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
は
竜
山
石
製
に
の
み
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
畿
内
で
は
西
端
部
に
し
か
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
神
戸
市
梅
林
石
棺
〔
吉
井
一
九
＝
ご
、
本
山
一
九
五
三
〕
の
ご
と
き
棺
の
全
長
が
一
メ
ー
ト
ル
を
や
や
越
え
る
に
す
ぎ
な
い
小
型
警
抜
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

石
棺
も
竜
山
石
製
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
劇
抜
一
・
二
型
式
の
段
階
に
お
け
る
石
材
に
よ
る
型
式
差
の
顕
在
化

の
内
容
が
、
単
純
な
形
態
を
示
す
劇
抜
無
突
起
式
以
後
に
も
続
い
て
行
く
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
〈
四
〉
分
布
（
第
3
・
5
図
）

　
畿
内
に
は
約
二
〇
〇
例
に
近
い
家
形
石
棺
が
見
ら
れ
、
奈
良
盆
地
北
部
、
大
阪
平
野
南
西
部
（
和
泉
地
域
）
・
北
部
（
淀
川
以
北
摂
津
地
域
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

京
都
盆
地
南
部
に
分
布
が
希
薄
な
ほ
か
は
い
ず
れ
の
地
域
も
か
な
り
の
濃
度
で
も
っ
て
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く

石
棺
身
の
型
式
に
よ
っ
て
分
布
に
差
が
あ
り
、
劇
隠
語
石
棺
は
主
と
し
て
奈
良
盆
地
南
部
や
大
阪
平
野
南
部
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
こ
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第！表　畿内家形石棺地名表

番号擁墳刷所在地陣瑚酬二六刈撒陣1文献
奈　良　県

1｝（押

2
「
3
一
4
一
5
［
6
7

8

9

G1

　　　　熊）

野　　　　神

別所大塚

錐　子　丁

霊　　　　塚

（Jlli　蒔）

　　　　1
東乗鞍
　　　　2

二王1－Ll（群）

珠野山工暑

珠城山3号

・11慶運領
12

黷
P
3

14

15

o
1
6
一
1
7
一
1
8
一
1
9
㎜
2
0
…
2
1
…
2
2

23

42

F
O

2

｝
2
6

馬　　　　二

二天社2

　　　　1
三輪狐塚
　　　　2

1（金

i

i二

天　王

単

二叫1

二
一
塚
一
山
一
二
「
慕

稲荷山1号

都　　　　塚

石舞台西北

　　　　1
菖蒲池
　　　　2

見瀬丸山
小　　　　谷

宮　　　塚

奈良市秋篠町一一

　〃　南京終町南細井

天理市別所町

　〃　荊所町

　〃　上之庄塚山

　〃　荒蒔八の坪

〃　乙木町北山

　〃　柳本町黒岩

桜井市二二玉の山

〃　穴曲玉の山

〃　箸中

・！　箸中南浦

ク　茅原堂の前

〃　茅原狐塚

〃　金屋ミロク谷

〃　粟原越塚

〃　倉橋赤阪

ク　浅古

ク　二二墓

〃　谷

高市郡明日香村阪田

　〃　明日香村島の庄

橿原市五条野町菖蒲池

　〃　見瀬町

　ク　鳥屋町小谷

高市郡高取町市尾

南大和

三輪

播磨

三輪

三輪

南大和

葛　城

三輪

南大和

三輪
播　磨

南大和

南大和

播　磨

播磨

播　磨

南大和

t’：ilth無二a

？，　ll　thiO　・　2　a　i

（組合）

㈱倣）

組合

　　1．2c

馨II抜0・2a2

組合

組合（多数）

組合無二

組合（2例）

磯抜

組合

bl抜無突a

組帯。・4

D他く合組

1a逸む抜刺

組合

そ二二1。2b2

誇II抜0・2a1

馴抜1・2c

組合

弱抜1・2a

二二

馴抜無二b

劇抜無二b

（島抜無突）

考II抜無二a

劇抜。・2b

白
一
ピ

白
…
竜
　
ピ

自
＝
白
一
白

ピ

白
…
自
飛
白
一
ピ

自
　
ピ
一
竜

白
一
自
｝
二

丁

竜
｝
白

98

55，　61

59

59

57

93

74

78，　107

62

91

3

8

93

92

33，　73

11

12，　30

59

10，　100

103

19

125

72

100

18　（328）



畿内の家形石棺（和田）

番朝韻刷所在地障形陣i硫幅出副文献
27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

権現堂・i蜥樋野一堂

新　宮　山2

穴　　神　　塚

（調 味）

水 1
2

尼㌧
ぞ

兄　川　底

笛 吹

（西　の　山）

塚

平 林

茶 ね

櫟 一
」

一
一

一

（専　国辱〉

（狐井城山）

藤 」」…

御坊山1号

御坊山2号

安倍山4暑

安倍山5号

安倍山6号

（浄土　寺）

高 塚

牧 野

御坊山2号

鳥　土　塚

52i西 宮

53
　　　　　1
ツボリ山
　　　　　2

54睡 里

　　　

551割 塚

〃　稲宿

〃　條

ク　條

ク　古瀬

北葛城郡新庄田］’山口

〃　新庄町笛吹

〃　新庄町山口

ク　薪庄町寺口

〃　当麻町兵家

〃　当麻町当麻

〃　当麻町甲子

大和高田市内本町

北葛域郡香芝町詠出

ク　香芝町北今市

〃　香芝田切瓦

〃　香芝町瓦

〃　広陵町安倍

〃　広陵町安倍

〃　広陵町安倍

〃　広陵町安倍

〃　河合町佐味田

ク　広陵町三吉

生駒郡斑鳩町竜田

生霧句矧二平群田丁西官

〃　平群町西宮

〃　平郡町梨本

〃　平郡町

大漁郡山市矢田町東山

円

円

（円）

（円）

円

円

前

前

（円）

（円）

（円）

（円）

円

円

関

南大和

播　二

四大和

播　磨

南大和

葛　城

葛　城

葛　城

，tiglblo・2b　1　24

劇抜1・2a

製按1・3

（t’i倣1・2）

二二1・2b1

二二1・2c

組合（2例）

二二G・2b

総合0・4

組合

組合

組合0・4

組合0・3

南大和　馨；抜O・2b

播　磨

葛　域

（円）　（葛城）

円

田

円

円

播　蘭

曲　磨

南大和

南大和

（劇抜）0・2b

組合

組合（3例）

組合

組合（2例）

組合（2例）

欝欝

組合0・3

組合（0・4）

前

；劉抜1・2a

（組合）無突

組合（2例）

馴抜（無二）

考［｛抜1・2bl

鞘1抜

麟

34

（37）

45

46

16

27

27

約35

41

（円） i奪r肱…　1

白i・・47

二

丁

竜

自

白

白

封一

竜

白

白

竜

自

竜

白

白

（臼）

5，11

101

93

9，11

6

17，　96

11，工7

20

63

76

5S

7

16

4

82

83

82

82

82

93

90

59

15

93

30

1e9

44

06

19　（329）



醐凹田所re地弓形陣睡型式融陣1文献
大　阪　府

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

鉢 塚

見　付　山

南

1
2

塚

耳

1
2

原

塚脇12号

松　本　塚

山畑8号
山畑26場
1⊥1　火田　　33　号

　　　　　1

山畑48号2

　　　　3

エ
　
　

塚宕愛

　　　（大窪）

高安
　　その他

（瑠璃光寺）

太平寺2号

（鳥坂寺）

　　　　　1
平尾（群）
　　　　　2

膏 谷

東原わか山

　　　　　1
長持　山
　　　　2

唐　櫃　山

軽墓小口山

六つ塚の1

池田市鉢塚

茨木市上穂積

〃　宿久庄

〃　墓原毛受野

高熱帯服部夕畑

東大阪市繊雲井町

〃　四条町山畑

〃　四条町山畑

〃　四条町山畑

〃　四条町山畑

八尾市大竹

ク　郡川

柏原市山の井

〃　安堂町

ク　高井田

〃　高井田

ク　青谷

〃　玉手町

藤井寺市美陵町沢田

〃　二二町沢田

羽曳野帝古市町軽墓

ク

門

前

円

方

円

（円）

山　畑

山畑

播磨

播磨

（播磨〉

山畑

山　畑

山畑

山畑

円

（円）

円

山　畑

山　畑

播磨

（播磨）

組合

組合

組合

組合

組合1・2a

凋抜1・Ob

組合

組合

組合

組合（2例）

組合

組合

組合

円

円

帆立

組合

組合

組合

組合（多数）

（1・2c）

組合

1・2c

播　磨

播磨

葛城
（九州）

三輪
（九州）

（南大和）

（播磨）

劇抜1・2c

組合

1・2c

組合

：劉抜1・Oa2

馴抜0・2a2

考彗抜1・Oa1

馴抜山突a2

考繊1・2c

34

51

54

49

43

40

15

20

（71）

（60）

白

白

竜

竜

竜

白

白

白

竜

白

白

結
巳

嵩
F

（竜）

竜

竜

二

二

ピ

阿

30

89

45

22，　3e

102

106，工10

105

35，　36

35，　80

42

34

2

29

21

29

29

51

48

23

20　（330）



畿内の家形石棺（和田）

酬古墳矧所在地膨1型痴鈍式麟励i文献
L・1徳楽・

7日置 鳥）

80　お　亀　　石

81

82

83

84

85

86

87

88

（磯長小裂）

松　井　塚

仏　陀　寺

　　　　1号
二子塚
　　　　2号

　　　　Wl
一須賀
　　　その他

お旅所北

金 1
2

一

（狭　山　池）

8gl酪鳥45号

〃　蔵の内

〃　飛鳥

窩田林市中野

南河内郡太子町太子

〃　太子町山田

〃　太子町山国

〃　太子町山田

〃　河南町東山

ク　河南町水分

ク　　　河南田田アデ生谷

ク　狭江町

堺市上野芝町

（円）

（円）

方

方

方

方

円

円

双円

南大和

南大和

南大瀦

播　磨

南大和

南大和

南大和

南大和

南大和

南大和

馴抜無謀a2

馴初下酒a1

考｝i抜1・2b2

脇息無突b

馨1倣無突a2

糊抜無目a2

朔1抜無知b

馴抜無突b

組合O・2

組合（多数）

組合1・2

磯抜1・2bl

考li抜1・2bI

馴抜

1組合

44

46

55

55

29

50

40

42

白

（白）

白

劉
巴

ユ
詐

白

白

白

（白）

白

白

白

白

白

49

46

87

49

40，111

49

50

37，39

69

69

1　s，

白b24

兵　庫　県

90

91

92

（岡 院）

中　　11」　寺

　　　　　1
梅林（群）
　　　　　2

尼崎市岡院

宝塚市

神戸宿棄灘区

（円）

播　畑

田　磨

（播磨）

播　磨

無突a、

agll抜1・2c

考口抜無突al

；劉抜不漁a1

46

80

竜

竜

（竜）

轟試
F

28

123，　130

京　都　府

93

94

95

96

97

98

99

100

（後宇多前）

：丸

1
2大覚寺3号

広 沢

福西2号
　　　　　1
福西（群）
　　　　　2

来　　迎　　寺

西　垣　内

京都市右京区（伝奈良）

ク　右京区嵯蛾

〃　右京区嵯蛾

ク　右京区嵯蛾

ク　右京区大枝

〃　右京区大枝

向日旧物集女町

〃　寺戸西垣内

円

円

円

（円）

（円）

（円）

播　磨

播　磨

播　磨

播　磨

播　磨

（播磨）

播　磨

組合1・2c

組合O・2

組合1・2c

組合

組含1・2c

組合無調a、

組合1・2c

組合1・Ob

馴抜，組合

隊

64

43

40

43

53

（49）

56

同

国

耽
巳

二
「

竜

竜

（竜）

（竜）

14

52

14

108

112

24

112

14

m
5
3

21　（331）



翻 古墳刷所在地1墳形［劉石亀二季鳩岡文献
101 芝　・陰画蹄騨芝山 組合無突a、

（68）i 26

V7102 石見上里 京都市右京区大原野 円 組合

103 （大原　野） 〃　山隠区大原野 組合 52

播磨 考倣1・Ob 53 電
24．97104

PG5

　　　　1
i光明寺）　　　　2 長岡京市粟生西城の内

播磨 組含1・2c 60 竜

薬　師　堂 〃　今里薬師堂 播　暦 組合 竜 53

106 （長法毒） ク　長法寺山の下 播　慶 組合 竜 53

107 （寂昭院） ク　奥海印寺 播磨 組合 電 53

108 （阿　古屋） 京都市東山区六波羅 播　磨 1・2c 60 竜 24．47

109 （毒　　　田） 城陽市寺田 播　磨 組合 竜 131

110 堀切6号 綴喜郡田辺町薪堀切 横穴 播磨 組合無二b 竜 88

で
は
、
石
棺
の
型
式
と
石
材
と
の
対
応
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
よ
り
、
各
型

式
ご
と
の
分
布
を
述
べ
る
煩
を
避
け
、
同
一
石
材
よ
り
な
る
石
棺
の
群
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
分
布
を
略
述
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
製
の
二
例
は
い
ず
れ
も
大
阪
平
野
爾
部
の
古
市
古
墳
群

中
に
所
在
し
、
允
恭
天
皇
陵
の
陪
塚
と
推
定
さ
れ
る
古
墳
よ
り
出
土
し
て
い
る
。

　
一
方
、
二
上
山
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
製
の
石
棺
は
、
今
日
、
畿
内
に
六
例
が
確
認
さ
れ

て
い
る
が
、
う
ち
五
例
ま
で
が
奈
良
盆
地
東
辺
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
野
鼠
さ
れ

輪
た
だ
・
一
例
の
み
は
大
阪
平
野
空
空
の
長
持
害
墳
に
あ
り
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩

製
の
石
棺
と
並
存
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
畿
内
に
お
け
る
家
形
石
棺
出
現
の
問
題

を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
暗
示
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
の
石
棺
は
奈
良
盆
地
南
部
、
お
よ
び
大
阪
平
野
南

部
の
石
川
流
域
に
集
中
し
て
お
り
、
他
に
奈
良
盆
地
の
西
部
や
北
部
に
若
干
分
布
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
二
者
と
比
べ
て
比
較
的
存
続
期
闘
の
長
か
っ
た
二
上
山
白

色
凝
灰
岩
製
の
も
の
は
、
こ
の
分
布
を
編
年
に
照
し
合
せ
て
み
る
と
き
わ
め
て
著
し

い
分
布
の
差
を
示
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
劇
抜
書
・
二
型
式
a
類
ま
で
の
も
の

は
い
ず
れ
も
奈
良
盆
地
南
部
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
が
、
b
類
以
後
は
大
阪
平
野

爾
部
に
も
進
出
し
分
布
を
最
大
に
広
げ
る
。
し
か
し
、
平
坦
面
指
数
が
五
〇
を
越
え

る
七
世
紀
中
・
後
葉
に
は
大
阪
平
野
南
部
の
磯
長
谷
と
羽
曳
野
丘
陵
の
一
部
に
ほ
と

ん
ど
が
収
束
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
の
石
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棺
の
出
現
地
域
は
奈
良
盆
地
南
部
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
後
に
な
ん
ら
か
の
理
由
で
大
阪
平
野
南
部
に
分
布
の
中
心
を
移
し
た
と
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
竜
山
石
製
の
石
棺
は
劇
抜
一
・
二
型
式
a
類
ま
で
の
段
階
で
は
、
奈
良
盆
地
の
南
部
と
西
部
に
僅
か
三
例
の
確
例
し
か
な
い

こ
と
が
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
論
結
一
・
二
型
式
。
類
以
後
に
な
る
と
そ
の
数
は
徐
六
に
増
加
し
、
奈
良
盆
地
南
部
や
大
阪
平
野

南
部
を
中
心
に
畿
内
各
所
に
点
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
竜
山
石
製
の
石
棺
は
比
較
的
奈
良
盆
地
南
部
に
集
中
す
る
が
、
二
上
山
の

二
石
材
の
石
棺
ほ
ど
特
定
の
地
域
に
集
中
的
で
な
い
こ
と
に
特
色
が
あ
り
、
奈
良
盆
地
南
部
で
は
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
石
棺
が
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
あ
と
も
存
続
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
竜
山
石
製
の
石
棺
と
い
え
ば
石
材
産
地
の
あ
る
兵
庫
県
加
古
川
下
流
域
を
中
心
に
き
わ
め

て
数
多
く
の
家
形
石
棺
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
注
倒
さ
れ
る
〔
栗
山
一
九
三
四
…
五
、
赤
松
一
九
六
五
〕
。
実
見
し
た
範
囲
で
は
石
棺
の
型

式
は
い
ず
れ
も
畿
内
の
そ
れ
の
中
に
納
ま
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
兵
庫
県
高
砂
市
天
威
舟
石
棺
（
一
・
二
型
心
乱
類
）
〔
武
藤
一
九
三
二
〕

を
除
く
他
は
い
ず
れ
も
劇
抜
一
・
二
型
式
。
類
以
後
の
も
の
で
、
畿
内
の
石
櫨
編
年
に
従
う
限
り
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
六
世
紀
末
以
後
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
竜
山
石
製
の
ほ
と
ん
ど
は
七
世
紀
代
の
製
作
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
長
持
形
石
棺
消
滅
以
後
、
竜
山
石
の

開
発
は
し
ば
ら
く
停
滞
し
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
、
各
石
材
を
利
用
し
た
石
糖
の
分
布
を
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
中
に
み
ら
れ
た
分
布
の
時
間
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
後
に
そ
の
意
味
を

追
求
す
る
こ
と
と
し
て
、
い
ま
は
い
ず
れ
も
が
分
布
の
中
心
を
も
つ
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
範
囲
外
に
分
布
す
る
も
の
は
中
心
か
ら
の
距
離
と
は

あ
ま
り
関
係
な
く
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
の
二
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
は
九
州
に
産
出
す
る
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
製
の
石
棺
も
例
外

で
な
い
こ
と
は
後
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
分
布
の
あ
り
方
こ
そ
が
石
棺
の
製
作
地
を
明
示
し
、
石
棺
移
動
の
背
景
を
暗
示
し

て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
〈
五
〉
　
「
型
」
の
設
定
（
第
2
表
）

　
以
上
、
畿
内
の
創
抜
式
家
形
石
棺
に
つ
い
て
型
式
、
編
年
、
石
材
、
分
布
等
を
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
お
い
て
、
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期時

第2表　型式。石材・地域の対照表

式！石材1 分布中心地域型型xx
5c後半大阪南部阿（九　州）1　1・O　a

5c後半一6　c前葉奈良東部
ピ

ピ

6c前葉一同中葉

6c中葉一同後葉

6cうに　　∴7　c前葉

6c末一7c中葉

7c中葉

7c前葉一同中・後葉

7c中葉一同後葉

6c中葉一7　c中・後葉

奈良南部

奈良南部

奈良・大阪南都

奈良・大阪南部

＝大：阪。京都1ヒ部

奈良・大阪南部

奈良・大阪南部

京都北部

白・（竜）

白・竜

O・2　al

O・2　a2

0・2　b

型二三

1・2　a

白1・2　b

竜1・2　c

竜

白・粛

白・竜

竜

6c前葉一7　c前義脚奈良二部
自

1・O　b

無毒re　a

無突起b

魏抜と同

O・3

南大和型
　（白）

播磨型
　（竜）

劇
　
按
式
　
石
　
棺

播磨型

白

6c中葉一7　c前勇葦

6c前葉一7　c前葉

6c中葉一6c末

奈良東部

大阪東部

大阪南部

白

（白）

白

O・4

（不　詳）

無突起

生抜と同

内城型

（寮大和）

山畑型

（石用）

組
合
式
石
棺

そ
れ
ら
の
要
素
が
き
わ
め
て
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
四
つ
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

の
石
棺
群
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
、
①
大
阪
府
藤
井
寺
市
の
二
例
の

阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
製
石
棺
、
②
奈
良
盆
地
東
部
を
中
心
に

分
布
す
る
二
上
山
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
製
石
棺
、
③
奈
良
盆
地

南
部
に
出
現
し
、
そ
の
後
大
阪
平
野
南
部
に
分
布
を
移
す

二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
石
棺
、
お
よ
び
④
奈
良
盆
地
南
部

の
ほ
か
畿
内
の
各
地
に
点
在
し
、
兵
庫
県
南
部
加
古
川
流

域
に
き
わ
め
て
濃
密
に
分
布
す
る
竜
山
石
製
石
棺
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
分
布
の
中
心
地
域
よ
り
名
を
と
っ
て
、

後
三
者
を
前
よ
り
順
に
「
三
輪
型
」
、
「
南
大
和
型
」
、
「
播

磨
型
」
の
各
石
棺
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
た
、
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
製
の
石
棺
に
関
し
て
は
、
岡
山

県
赤
磐
郡
小
山
古
墳
〔
梅
原
一
九
二
四
〕
や
香
川
県
観
音
寺

市
丸
山
古
墳
〔
西
川
一
九
六
六
〕
に
類
例
を
み
る
ほ
か
、
熊

本
県
を
中
心
と
す
る
西
九
州
に
顕
著
な
、
い
わ
ゆ
る
「
屋

根
形
檀
蓋
舟
形
石
棺
」
〔
佐
田
一
九
七
二
〕
と
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
「
型
」

を
も
う
け
ず
「
九
州
創
旧
式
石
棺
群
」
と
し
て
お
き
た
い
。
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す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
お
け
る
「
型
」
と
は
素
材
（
石
材
）
と
製
作
品
の
形
態
（
型
式
）
と
需
要
の
あ
り
方
（
分
布
）
と
が
一
つ
に
結
び
つ
い

た
、
他
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
個
性
を
も
つ
石
棺
群
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
型
」
の
設
定
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
各

「
型
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
一
つ
の
個
性
を
も
つ
石
工
集
団
と
そ
れ
を
利
用
し
た
人
々
（
主
と
し
て
畿
内
豪
族
層
）
の
存
在
を
推
定
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
三
輪
型
の
石
棺
は
奈
良
盆
地
東
部
の
石
棺
被
葬
者
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
そ
の
地
域
の
有
力
豪
族
層
で
あ

る
が
、
彼
ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
石
工
集
団
が
工
上
山
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
を
用
い
て
製
作
し
た
石
棺
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
推
定
す
る
の
で
あ

る
。
同
様
に
、
播
磨
型
や
九
州
創
抜
式
石
棺
は
兵
庫
県
加
古
川
流
域
、
あ
る
い
は
九
州
で
製
作
さ
れ
畿
内
に
搬
入
さ
れ
た
石
棺
と
考
え
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
「
型
」
の
消
長
は
そ
の
ま
ま
石
工
集
団
の
動
向
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
間
接
的
に
は

彼
ら
を
組
織
し
、
そ
の
石
棺
を
自
ら
の
た
め
に
の
み
利
用
し
た
豪
族
層
の
動
向
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
三
輪
型
の
場
合
に
は
一
石
工
集
団
が
そ
の
ま
ま
一
石
工
組
織
と
い
っ
た
観
が
強
い
け
れ
ど
も
、
他
の
い
ず
れ
も
が
そ
う
で
あ

る
と
は
限
ら
な
い
。
場
所
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
石
工
集
囲
が
巨
大
な
権
力
の
も
と
に
一
つ
に
組
織
さ
れ
分
業
形
態
を
と
っ
て
い
る
場
合
も

予
想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
話
は
若
干
先
へ
進
み
す
ぎ
た
が
、
以
上
の
点
は
後
に
再
び
触
れ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
も
と
に
も
ど
り
各
「
型
」
の
存
続
時
期
を
見
て
お
く
と
、

九
州
創
抜
式
石
棺
群
は
五
世
紀
後
半
、
三
輪
型
は
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
前
葉
、
南
大
和
型
と
播
磨
型
と
は
六
世
紀
前
葉
か
ら
七
世
紀
後
葉

と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
播
磨
型
は
六
世
紀
代
に
は
少
な
く
、
そ
の
主
体
は
六
世
紀
直
な
い
し
は
七
世
紀
初
頭
以
後
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

　
　
　
⑳

お
き
た
い
。

《
二
》
組
合
式
石
棺
（
第
4
図
）

　
そ
れ
で
は
、
畿
内
の
家
形
石
棺
の
過
半
数
以
上
を
占
め
る
組
合
式
石
棺
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
重
心
に
迫
る
に
は
、
組
合
式
石

棺
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
お
い
て
、
組
合
式
な
る
が
ゆ
え
に
各
部
材
が
四
散
し
、
各
個
体
の
完
全
な
る
姿
を
把
握
し
が
た
い
と
い
う
困
難
に
直
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面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
今
回
は
、
ま
ず
、
刺
抜
式
石
棺
と
判
じ
方
法
に
よ
っ
て
「
型
」
を
設
定
し
う
る
だ
け
の
実
体
を
つ
か

み
え
た
も
の
を
報
告
し
、
続
い
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
石
棺
部
材
を
考
察
に
組
み
こ
む
た
め
に
石
棺
各
部
材
の
結
合
技
法
を
問
題
に
し
た
い

と
考
え
る
。

　
　
〈
一
〉
播
磨
型
組
合
式
石
棺
（
第
4
図
1
・
2
）

　
ま
ず
、
劇
抜
式
石
棺
の
諸
型
式
と
の
対
比
か
ら
話
を
進
め
て
行
く
と
、
身
は
組
合
式
で
あ
っ
て
も
蓋
は
創
諸
式
石
棺
の
そ
れ
と
酷
似
し
、
蓋

の
み
で
は
劇
抜
式
か
組
合
式
か
を
断
定
し
が
た
い
一
群
の
組
合
式
石
棺
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
で
実
見
し
え
た
も
の
は
、
後
述
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

僅
か
な
例
を
除
け
ば
い
ず
れ
も
が
竜
山
石
製
で
あ
り
、
同
一
石
材
よ
り
な
る
播
磨
型
割
抜
式
石
棺
の
諸
型
式
を
踏
ま
え
て
い
る
。
し
か
も
、
そ

の
分
布
の
中
心
は
や
は
り
兵
庫
県
南
部
の
加
古
川
流
域
に
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
を
「
播
磨
型
組
合
式
石
棺
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。
竜
山
石
を
用
い
る
播
磨
型
に
は
劇
抜
式
、
組
合
式
の
爾
者
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
畿
内
に
お
け
る
両
者
の
分
布
に
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

き
な
差
が
認
め
ら
れ
、
組
合
式
石
棺
は
京
都
盆
地
北
部
を
中
心
に
分
布
し
、
奈
良
盆
地
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
大
阪

府
茨
木
市
畑
原
古
墳
一
号
棺
〔
梅
原
一
九
＝
二
、
一
九
三
五
〕
は
厚
い
蓋
の
斜
面
よ
り
、
不
定
型
な
突
起
が
斜
上
方
に
突
出
す
る
、
指
数
三
四

の
組
合
一
・
二
型
式
a
類
の
も
の
で
あ
る
が
、
播
磨
型
組
合
式
石
棺
と
し
て
は
最
も
時
期
の
遡
り
う
る
例
で
あ
り
、
劇
論
式
石
棺
の
編
年
観
に

照
せ
ば
六
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
に
か
か
る
頃
の
所
産
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
畿
内
は
も
ち
ろ
ん
加
古
川
流
域
に
お
い
て
も
こ
れ
に
直
際
す

る
確
例
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
到
抜
式
石
棺
の
状
況
と
同
様
、
そ
の
主
体
の
登
場
は
六
世
紀
末
、
な
い
し
は
七
世
紀
初
頭
ま
で
ま
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
京
都
盆
地
北
部
で
は
こ
の
あ
り
方
を
反
映
し
た
ご
と
く
、
京
都
市
丸
山
古
墳
一
・
二
号
棺
（
組
合
O
・
二
型
式
・
指
数
四
四
、
組
合
一
・
二

型
式
a
類
・
指
数
四
〇
）
　
〔
京
大
考
古
研
一
九
七
一
〕
の
示
す
六
世
紀
末
以
後
に
少
な
く
と
も
一
五
例
以
上
の
組
合
式
石
棺
と
一
例
以
上
の
劇

抜
式
石
棺
が
分
布
し
、
　
七
世
紀
中
・
後
葉
に
及
ぶ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
京
都
盆
地
の
家
形
石
棺
は
い
ず
れ
も
竜
山
石
製
と
見
ら
れ

〔
安
藤
一
九
七
五
〕
、
二
上
山
系
統
の
石
材
を
利
用
す
る
も
の
は
一
例
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
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〈
二
〉
葛
城
型
組
合
式
石
棺
（
第
4
図
3
1
6
）

　
奈
良
盆
地
で
は
組
合
式
石
棺
が
盆
地
の
東
西
に
分
布
し
、
量
器
式
石
棺
の
密
集
す
る
南
部
と
際
立
っ
た
対
照
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
分

布
に
と
ど
ま
ら
ず
石
棺
の
形
態
と
も
関
連
し
、
組
合
式
石
棺
に
は
劇
抜
擢
石
樒
に
対
応
す
る
型
式
が
確
認
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
最
大
の
特
色
が

　
⑳

あ
る
。

　
全
体
に
石
棺
蓋
の
残
存
例
が
少
な
い
き
ら
い
も
あ
る
が
、
今
日
、
盆
地
の
組
合
式
石
棺
の
特
徴
的
な
一
形
態
と
し
て
指
摘
で
き
る
も
の
は
、

蓋
の
前
後
に
突
起
の
な
い
組
合
〇
二
二
型
式
、
同
0
・
四
型
式
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
盆
地
で
の
例
は
北
葛
城
郡
櫟
山
古
墳
例
　
（
組
合

O
・
三
型
式
）
〔
小
島
一
九
五
六
〕
な
ど
六
例
で
あ
り
、
他
に
大
阪
府
柏
原
市
東
ワ
カ
山
古
墳
に
一
例
（
組
合
O
・
三
型
式
）
〔
梅
原
一
九
三
四
〕

を
見
る
。
石
材
は
い
ず
れ
も
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
と
推
定
さ
れ
、
分
布
の
中
心
が
奈
良
盆
地
西
部
も
南
半
に
あ
る
こ
と
よ
り
、
こ
れ
ら
を
「
葛

城
型
組
合
式
石
櫨
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
型
式
の
形
態
的
特
徴
は
薄
い
板
状
の
蓋
の
斜
面
に
小
さ
な
突
起
が
水
平
方
向
に
近
く
付
い
て
お
り
、
上
は
蓋
の
平
坦
面
を
越
え
る
こ
と

な
く
、
左
右
も
石
棺
幅
を
ほ
と
ん
ど
出
な
い
も
の
が
多
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
屋
根
形
の
蓋
に
す
べ
く
、
板
状
の
石
材
の
四
周
に
斜
面
を

作
り
、
そ
の
削
り
残
し
を
も
っ
て
突
起
と
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
り
、
著
し
い
例
は
突
起
の
上
面
が
蓋
の
平
坦
面
と
同
一
の
平
面

を
な
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
石
材
の
大
き
さ
に
石
棺
の
形
態
が
規
綱
さ
れ
、
委
縮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
北
葛
城
郡
茶
山
古
墳
例
（
組
合
O
・
四
型
式
）
　
〔
島
田
一
九
五
六
〕
は
こ
の
「
型
」
の
古
い
例
に
あ
た
り
、
伴
出
し
た
須
恵
器
よ
り
六
世
紀

前
半
と
推
定
さ
れ
、
親
心
式
石
棺
で
は
O
・
二
型
式
b
類
に
並
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
し
い
例
と
し
て
は
T
K
一
二
七
型
式

に
近
い
須
恵
器
を
伴
出
し
た
盆
地
東
部
の
桜
井
市
狐
塚
古
墳
一
号
棺
（
組
合
○
・
四
型
式
）
　
〔
網
干
一
九
五
九
〕
が
あ
り
、
突
起
は
垂
直
面
に

か
か
る
と
と
も
に
矩
形
化
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
奈
良
盆
地
の
組
合
式
石
檀
は
ほ
と
ん
ど
が
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
と
推
定
さ
れ
、
現
在
そ
の
数
は
約
五
〇
例
に
の
ぼ
る
。
そ
の
中
に
は
葛
城

型
と
し
た
も
の
以
外
に
も
屋
根
形
の
蓋
を
な
す
例
が
数
例
は
あ
る
し
、
桜
井
市
珠
城
山
一
号
霊
芝
〔
小
島
・
伊
達
一
九
五
六
〕
の
ご
と
く
板
状
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の
石
材
を
も
っ
て
そ
の
ま
ま
三
石
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
も
多
く
は
破
片
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ま
と
ま
っ
た
性
格
を
導

き
出
す
こ
と
は
困
難
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
薦
城
型
と
し
て
一
つ
の
性
格
を
与
え
た
石
櫨
群
に
も
O
・
三
型
式
、
お
よ

び
0
・
四
型
式
の
ほ
か
に
、
ま
だ
何
型
式
か
の
も
の
を
、
と
り
わ
け
無
突
起
型
式
な
ど
を
含
ま
せ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
奈
良
盆
地
東
西
の

組
合
式
石
櫨
群
の
関
係
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
点
に
関
し
て
は
・
後
に
再
び
方
法
を
か
え
て
考
察
を
加
え
た
魎

　
　
〈
三
〉
山
畑
型
組
合
式
石
棺
（
第
4
図
7
・
8
）

　
「
山
畑
型
組
合
式
石
棺
」
は
そ
の
名
の
と
お
り
大
阪
府
東
大
阪
市
山
畑
古
墳
群
〔
藤
井
一
九
六
六
、
東
大
阪
市
教
委
一
九
七
三
、
東
大
阪
市

調
査
会
一
九
七
四
〕
を
中
心
に
、
北
は
茨
木
市
南
塚
古
墳
〔
川
端
一
九
五
五
〕
、
南
は
八
尾
市
高
安
古
墳
群
〔
白
石
一
九
六
六
、
大
阪
府
教
委

一
九
六
六
、
一
九
六
八
〕
に
類
例
を
見
る
も
の
で
、
現
在
一
一
例
を
数
え
る
。
骨
脂
の
折
よ
り
ほ
ぼ
完
全
な
箱
形
を
呈
し
、
蓋
は
四
周
に
斗
酒
、

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
面
取
り
風
の
斜
面
を
も
つ
だ
け
で
、
基
本
的
に
は
突
起
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
、
石
材
が
薄
い
板
状
の
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
く
る
形
態
的
特
微
と
み
ら
れ
る
。

　
山
畑
古
墳
群
と
い
え
ば
、
他
の
群
集
墳
に
比
べ
て
組
合
式
石
棺
の
密
度
が
き
わ
め
て
高
い
こ
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
推
定
を
も

含
め
る
と
約
二
〇
例
に
達
す
る
・
こ
の
南
に
位
置
す
る
由
。
嬰
古
響
高
様
で
少
な
≦
も
一
〇
例
里
雪
存
在
が
知
ら
れ
て
い
誓
い
ず
れ

も
組
合
式
石
棺
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
知
見
に
入
る
も
の
で
、
蓋
の
形
態
を
い
く
ぶ
ん
な
り
と
も
知
り
う
る
例
は
＝
一
例
で
あ
り
、
う
ち
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

例
ま
で
が
山
畑
型
組
合
式
石
棺
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
阪
平
野
東
部
の
石
棺
群
は
、
い
ず
れ
も
組
合
式
石
棺
で
山
畑
型
が
主
体
を
な
し
て

い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
地
域
の
組
合
式
石
棺
で
最
も
遡
り
う
る
例
は
、
山
畑
古
墳
群
で
は
第
三
三
号
墳
一
号
棺
の
示
す
六
世
紀
後
葉
前
半
で

　
⑳

あ
る
〔
東
大
阪
市
教
委
一
九
七
三
〕
。
し
か
し
、
場
所
は
若
干
こ
と
な
る
が
、
茨
木
市
南
塚
古
墳
に
そ
の
先
駆
的
な
例
が
み
ら
れ
、
伴
出
の
馬

具
、
須
恵
器
な
ど
よ
り
一
号
棺
は
六
世
紀
前
葉
、
二
号
棺
は
六
世
紀
中
葉
の
も
の
と
推
定
す
る
。

　
こ
の
地
域
の
石
棺
石
材
は
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
が
主
体
を
な
す
が
、
一
部
に
竜
山
石
も
み
ら
れ
る
。
南
塚
古
墳
の
二
例
を
は
じ
め
山
畑
型
の
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ほ
と
ん
ど
は
前
者
よ
り
な
っ
て
い
る
が
、
た
だ
一
例
、
山
畑
四
八
号
墳
三
号
棺
〔
東
大
阪
市
調
査
会
一
九
七
四
〕
の
み
は
後
者
の
石
材
よ
り
な

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
畑
型
は
一
一
種
の
石
膏
よ
り
な
る
き
わ
め
て
特
殊
な
例
と
な
る
が
、
竜
山
石
を
用
い
た
も
の
は
類
例
に
と
ぼ
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ほ
と
ん
ど
実
体
が
明
ら
か
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
の
も
の
が
主
体
を
成
す
点
は
変
り

な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
特
殊
性
の
解
明
は
将
来
に
持
ち
越
し
、
山
畑
型
を
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
と
し
て
話
を
進
め
て
行
き
た
い
。

　
大
阪
平
野
で
は
以
上
の
ほ
か
に
、
南
都
の
大
阪
府
南
河
内
郡
一
須
賀
古
墳
群
に
一
ま
と
ま
り
の
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
の
組
合
式
石
棺
が
分

布
し
て
い
る
〔
大
阪
府
教
委
一
九
六
九
、
同
一
九
七
〇
、
同
一
九
七
四
〕
。
そ
の
数
は
二
〇
例
を
越
え
る
が
、
破
壊
が
著
し
く
実
体
は
あ
ま
り
明

ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
一
須
賀
東
山
一
号
墳
例
（
一
須
賀
W
一
一
号
墳
例
、
指
数
二
九
）
〔
大
阪
府
教
委
一
九
六
九
〕
は
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製

で
創
抜
式
謝
意
と
類
似
の
組
合
O
・
二
型
式
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
竜
山
石
製
に
着
意
式
石
棺
と
同
型
式
の
組
合
式
石
棺
が
数
多
く
存

在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
に
そ
れ
が
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
の
で
あ
勺
、
組
合
一
・
二
型
式
を
示
す
同
筆
の
お
旅
所

北
古
墳
例
（
指
数
約
五
〇
）
〔
小
林
一
九
五
三
〕
を
含
め
て
、
一
つ
の
性
格
を
も
っ
た
組
合
式
石
棺
群
を
こ
の
地
域
に
推
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
〈
四
〉
石
棺
部
材
と
結
合
技
法
（
第
3
表
）

　
畿
内
の
組
合
式
石
棺
に
は
い
ず
れ
も
飾
石
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
石
棺
の
身
は
少
な
く
と
も
五
枚
の
部
材
か
ら
成
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
数
は
一
定
せ
ず
、
蓋
す
ら
何
枚
か
の
部
材
よ
り
な
っ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
。
ま
ず
、
そ
の
点
に
目
を
向
け
た
い
。

　
京
都
盆
地
の
播
磨
型
は
各
部
材
が
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
よ
り
な
る
こ
と
が
多
く
、
蓋
石
と
底
石
が
二
枚
で
も
館
長
側
石
は
一
枚
で
あ
る
場
合
が
こ

れ
に
つ
ぐ
。
例
外
は
一
例
の
み
で
あ
り
、
上
記
二
つ
の
あ
り
方
が
基
本
で
あ
る
。

　
一
方
、
奈
良
盆
地
と
大
阪
平
野
の
工
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
の
組
合
式
石
棺
で
は
、
各
部
材
数
に
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
を
見
る
。
　
し
か
し
、

「
型
」
の
設
定
を
行
な
っ
た
二
つ
に
は
若
干
の
約
束
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
葛
城
型
の
場
舎
は
O
・
三
型
式
で
あ
れ
ば
釜
石

は
三
枚
、
O
・
四
型
式
で
あ
れ
ば
置
石
は
二
枚
の
部
材
か
ら
な
り
、
と
も
に
左
右
長
側
石
は
一
枚
か
二
枚
、
葺
石
は
三
枚
か
四
枚
の
都
材
か
ら

な
る
。
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第3表　組合式石棺部材の組み方と結合技法

分布地域

奈良東部

奈良西部

大阪北部

大阪東部

大阪南部

1

京都北部

古　墳　名

星 塚

東　乗　鞍2
珠城山　1号
珠城山3号2
馬 塚

　　　　　1
三輪狐塚　　　　　2
越 塚

（西　の　山）

塚

平 林

茶 山

雛 封一

藤 山

鳥土塚1
兄　川　底1
　　　　　2
（安倍浄土寺）

南 1
9
〕

塚

厳 原1
山畑　8　号

由畑25号2
山畑26号
しLI　畑　　33　　号　 2

　　　　　2山畑48号　　　　　3
愛　宕　塚1
（高安大窪）

平　尾（群）1

東わか山
丸 r．Ll　1

福西　2号
福　西（群）2
（光　明　寺）1

堀切6号横穴

側石
組方

蹄
・
怖

￥一IA

IA
’SLr

Y

”Yr

isLr

Y
Y

Y
Y
Y

Y
Y

Y
x
Y
Y
Y
Y

Y

x
Y

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

A
A
A

A

A

A
A

Y　I　A
r・i－x

　l
Y　I　A

Y A

Y　I　A
gl＝．

IA
ylA

蓋
と
身

翠
観

Ll－S2，）

d

a

a

（a）

b・a
e

e

　e
I2，）

a　1（b）

a

a

a

a

a

a

a

a

d

（d）

（b）

（d）

（d）

a．d

a

a

d

a

b

b・a
（b）

a

（b）

b

e

e

d

e

e・b

b・e
（d）

e　．　a

b

a

　　　
a・dld

底石と匿石
短辺1長辺1数
。　1　（d）　　　　　（3）

（b）

b

e

（b）

b

e

d

（b）

（b）

（b）

b

b

（b）

b

（b）

（b）

（b）

b

b・d
d

（b）

d

（d）

（b）

c

（b）

b

（b）

b

（b）

（b）

b．a

（b）

b・a
e

（b）

e

e

b

2

（4）

2

（b）

if．1

2

（b）

（b）

b

（b）

b

（b）

（b）

（b・d）

（b）

b

（b）

d

d

（b）

d

（b）

（b）

b

b

b

（d）

c

（b）

（b）

d

2

3

3

2

（2）

1

4

4

（3）

1

2

1

1

2

長側
石数

2・3

1・1

2・2

2・2

2・2

1・1

1・2

1・1

1・1

2・2

2・2

1・1

1・1

レ1

1・1

飾
数

3

（2）

4

（3）

3

3

2

（3）

4

（2）

4

4

4

（2）

2

3

3

11十

（3）

2

2’

1

4

4

4

5

（5）

（2）

4

1

3

1

2

1

2
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山
畑
型
で
は
、
南
塚
古
墳
例
を
除
く
と
、
蓋
石
と
底
石
と
が
四
枚
よ
り
な
る
例
が
多
く
、
そ
の
場
合
左
右
長
側
石
は
各
二
枚
と
な
る
。
こ
の

あ
り
方
が
崩
れ
る
場
合
は
、
山
畑
三
三
号
墳
二
号
棺
〔
東
大
阪
市
教
委
一
九
七
三
〕
の
ご
と
く
部
材
が
増
加
す
る
方
向
に
向
か
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
一
般
論
と
し
て
石
棺
部
材
の
大
き
さ
を
比
較
し
た
場
合
は
、
虚
抜
式
石
棺
1
播
磨
型
組
合
式
石
棺
－
葛
城
型
組
合
式
石
棺
i

山
畑
労
組
合
式
石
棺
の
順
で
小
さ
く
な
る
。
つ
ま
り
、
葛
城
型
や
山
畑
型
の
蓋
を
中
心
と
す
る
石
棺
の
形
態
に
は
部
材
が
薄
い
板
状
の
も
の
に

限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
の
石
棺
で
あ
っ
て
も
、
使
用
し
う
る
石
材
の
上

に
大
小
の
差
が
あ
る
こ
と
は
石
材
採
掘
権
な
ど
二
上
山
囲
発
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
対
象
と
し
た
組
合
式
石
棺
は
身
の
部
材
に
突
起
を
も
た
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
部
材
の
一
部
に
突
起
を
も
ち
、
そ
れ
が
特
徴
と

な
る
例
も
若
干
存
在
す
る
。
南
塚
古
墳
一
号
棺
や
耳
原
古
墳
一
号
棺
の
ご
と
く
長
側
石
や
底
石
に
突
起
を
も
つ
場
合
は
、
前
代
の
長
持
形
石
棺

的
な
要
素
の
な
ご
り
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、
奈
良
県
天
理
市
山
廊
古
墳
例
〔
小
島
一
九
五
五
〕
や
同
桜
井
布
珠
城
山
三
号
墳
二
号
棺
〔
伊
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
九
六
〇
a
〕
の
よ
う
に
短
側
石
の
肩
書
両
側
に
小
さ
な
方
形
の
突
起
を
も
つ
も
の
は
、
奈
良
盆
地
東
部
の
地
域
的
特
色
と
解
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
つ
ぎ
に
は
石
棺
部
材
の
組
み
方
と
結
合
の
方
法
を
み
て
み
よ
う
。

　
石
棺
部
材
の
組
み
方
と
は
、
特
に
身
に
お
け
る
磁
石
と
側
石
、
長
側
石
と
短
側
石
の
関
係
を
さ
す
。
前
者
で
は
側
石
が
耳
石
の
上
に
あ
る
も

の
を
A
式
、
側
石
が
底
石
の
外
側
に
あ
る
も
の
を
B
式
と
す
る
。
後
者
で
は
長
側
石
の
内
側
に
短
側
石
が
く
る
も
の
を
X
式
、
外
側
に
く
る
も

の
を
Y
式
と
す
る
。

　
対
象
と
し
た
組
合
式
石
棺
で
は
三
例
を
除
き
、
い
ず
れ
も
が
A
・
Y
式
で
あ
り
、
前
代
に
盛
行
し
た
長
持
形
石
棺
の
基
本
的
な
組
み
方
で
あ

る
A
・
X
式
の
伝
統
は
ま
っ
た
く
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
西
九
州
、
あ
る
い
は
島
根
県
東
部
の
組
合
式
家
形
石
棺
〔
佐
田
一
九
七
エ
、
山

本
一
九
七
〇
〕
と
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
で
は
B
・
X
式
が
特
電
で
あ
り
（
悪
報
の
な
い
例
も
多
い
）
、
後
者
で
も
横
口
の
な
い
側
で
み
る
と

B
・
X
式
が
主
体
で
あ
る
。
ま
た
、
畿
内
で
も
緑
泥
片
岩
や
花
崩
岩
、
あ
る
い
は
和
泉
砂
岩
を
利
用
す
る
こ
の
前
後
の
時
期
の
シ
ス
ト
系
の
組

合
式
石
棺
で
も
B
・
X
式
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
A
・
Y
式
の
組
み
方
は
畿
内
の
組
合
式
家
形
石
棺
の
一
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
出
現
時
期
も
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畿
内
で
組
合
式
家
形
石
棺
の
出
現
し
て
く
る
六
世
紀
前
葉
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
で
は
、
つ
ぎ
に
組
合
式
石
経
の
各
部
材
を
い
か
に
結
合
し
て
安
定
し
た
容
器
と
す
る
か
、
そ
の
方
法
を
「
結
舎
技
法
」
と
名
付
け
て
問
題
と

し
た
い
。

　
古
墳
時
代
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
石
棺
部
材
の
結
合
技
法
は
大
別
し
て
、
平
面
と
平
面
を
合
せ
る
だ
け
の
「
平
面
技
法
」
、
段
状
に
護
っ
た
部

材
を
組
み
合
せ
る
「
有
段
技
法
」
、
部
材
の
一
方
に
溝
を
彫
り
他
方
を
こ
れ
に
挿
入
す
る
「
有
溝
技
法
（
小
穴
入
れ
）
」
、
お
よ
び
柄
と
無
料
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
用
い
る
「
柄
穴
技
法
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
結
合
技
法
と
各
石
棺
群
と
の
関
連
を
つ
ぎ
に
追
っ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
奈
良
盆
地
の
組
合
式
石
棺
は
分
布
を
東
西
に
分
け
て
い
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
結
合
技
法
の
分
布
を
観
察
す
る
と
、
西
部
で
は
知
見

の
一
六
例
中
若
干
特
殊
な
一
例
を
除
き
、
他
は
い
ず
れ
も
平
面
技
法
か
有
段
技
法
を
用
い
て
お
り
、
結
合
の
い
か
な
る
場
所
に
も
有
溝
技
法
は

見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
東
部
に
お
い
て
は
い
ず
れ
か
の
結
合
に
有
無
技
法
を
用
い
る
例
が
九
例
中
六
例
あ
り
、
一
個
体
の
中
に
お
い
て
長
側
石

と
短
側
石
、
お
よ
び
側
石
と
底
石
の
ニ
ケ
所
の
結
合
に
有
溝
技
法
を
使
用
す
る
例
が
五
例
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
有
学
技
法
の
偏
在
性
は

盆
地
東
西
の
石
棺
群
を
二
つ
に
分
か
ち
え
る
可
能
性
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
も
の
と
理
解
し
た
い
。

　
一
方
、
山
畑
型
組
合
式
石
棺
を
主
体
と
す
る
大
阪
平
野
東
部
で
は
、
一
般
的
に
有
溝
技
法
と
有
段
技
法
の
多
寡
を
み
た
だ
け
で
は
そ
の
特
微

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
れ
を
蓋
と
身
の
結
合
に
限
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
相
対
的
な
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
一
般
に
、
組
合
式

石
棺
の
蓋
と
身
の
結
合
に
は
単
な
る
平
面
技
法
に
よ
る
「
置
蓋
」
の
技
法
の
も
の
が
多
い
が
、
蓋
の
裏
面
に
溝
を
も
ち
「
被
蓋
」
と
も
言
え
る

有
溝
技
法
を
と
る
も
の
も
あ
る
。
後
者
の
例
は
京
都
盆
地
の
播
磨
型
組
合
式
石
棺
に
二
例
、
奈
良
盆
地
東
部
に
一
例
と
少
な
い
が
、
大
阪
平
野

東
部
に
は
七
例
（
山
畑
型
六
例
）
を
数
え
る
。
ま
た
、
被
蓋
と
い
う
点
で
は
、
蓋
の
裏
面
の
外
縁
に
熱
帯
を
付
し
そ
の
内
側
に
身
を
入
れ
る
例

も
二
例
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
平
野
東
部
の
結
合
技
法
は
部
材
の
組
み
方
と
の
関
連
で
被
蓋
を
と
る
例
が
非
常
に
多
い
と
い
う
点
に
特
色
を

見
出
す
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
部
材
が
小
さ
い
と
い
う
こ
と
が
生
み
出
し
た
一
技
法
と
も
う
け
と
れ
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
、
京
都
盆
地
の
播
磨
型
に
は
際
立
っ
た
特
色
は
な
く
、
一
般
に
有
段
技
法
が
多
く
有
機
技
法
が
少
な
い
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
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こ
の
あ
り
方
は
、
特
に
側
石
と
踏
石
と
の
結
合
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
り
、
上
溝
技
法
が
用
い
ら
れ
る
と
き
は
、
お
も
に
短
側
石
と
長
側
石
と

の
結
合
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
　
〈
五
〉
組
合
式
石
槙
と
「
型
」

　
畿
内
に
は
三
絃
式
家
形
石
棺
に
勝
る
数
の
組
合
式
家
形
石
棺
が
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
分
布
を
検
討
す
る
と
そ
れ
ら
も
ま
た
、
け

っ
し
て
自
在
に
分
布
し
て
い
る
の
で
は
な
く
奈
良
盆
地
東
・
西
部
、
大
阪
平
野
南
部
石
川
右
岸
、
同
東
部
生
駒
山
西
麓
、
京
都
盆
地
北
部
と
分

布
の
中
心
を
有
し
て
い
る
。
し
か
も
、
以
上
の
考
察
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
各
群
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
形
態
と
石
材
を
も
つ
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

棺
が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
一
見
単
純
な
石
棺
部
材
の
あ
り
方
や
そ
の
結
合
技
法
に
お
い
て
も
、
い
く
つ
か

の
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
再
度
そ
れ
を
確
認
す
る
な
ら
ば
、
竜
山
石
製
の
播
磨
型
組
合
式
石
棺
は
京
都
盆
地
北
部
に
、
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
の
葛
城
型
と
山
畑
型
の

組
合
式
石
棺
は
そ
れ
ぞ
れ
奈
良
盆
地
西
部
と
大
阪
平
野
東
部
に
集
中
的
に
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
阪
平
野
南
部
の
石
川
右
岸
に
は
南
大

和
型
の
脚
立
式
石
棺
と
同
一
型
式
、
同
一
石
材
の
組
合
式
石
棺
の
存
在
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
奈
良
盆
地
の
東
西
に
分
か
れ
て
分

布
す
ゑ
一
群
の
組
合
式
石
棺
も
、
形
態
的
に
は
葛
城
型
組
合
式
石
棺
が
西
部
に
集
中
す
る
こ
と
、
結
合
技
法
で
は
有
溝
技
法
の
分
布
に
東
西
で

差
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
短
側
石
の
左
右
両
肩
に
方
形
の
小
突
起
を
も
つ
例
が
東
部
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
よ
り
こ
れ
を
性
格
の
異
な
る

二
群
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
注
意
し
て
お
き
た
い
点
は
、
葛
城
型
と
し
た
も
の
の
型
式
が
O
・
三
型
式
、
0
・
四
型
式
の
み
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
盆
地
西
部
の
二
上
山
白
亀
凝
灰
岩
各
組
合
式
石
椎
を
す
べ
て
葛
城
型
と
し
て
捉
え
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
か
か
わ
っ
て
く
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
東
部
の
桜
井
市
に
あ
る
狐
塚
古
墳
一
号
棺
は
葛
城
型
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
群
に
の
み
顕
薯
な
詩
話
技
法
を
と

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
群
の
石
棺
型
式
に
も
葛
城
型
と
同
じ
も
の
が
見
ら
れ
、
東
西
の
差
は
結
合
技
法
と
特
殊
な
部
材
の
み
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
こ
点
に
つ
い
て
は
解
決
を
将
来
に
も
ち
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
ま
は
前
述
の
見
解
が
最
も
妥
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当
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
奈
良
盆
地
菓
部
と
大
阪
平
野
南
部
石
川
右
岸
の
組
含
量
石
棺
は
前
三
者
に
比
べ
て
判
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
ゆ
え
に
「
型
」

と
は
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
「
東
大
和
組
合
式
石
棺
群
」
、
「
石
川
右
岸
組
合
式
石
棺
群
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

畿内の家形石棺（湘田）

①
　
畿
内
の
家
形
石
棺
は
横
穴
式
石
室
の
二
軸
と
並
行
に
置
か
れ
る
の
が
最
も
一
般

　
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
後
・
左
右
は
羨
門
よ
り
奥
に
向
か
っ
て
の
そ
れ
で

　
あ
る
。

②
　
石
棺
蓋
頂
部
の
平
坦
薗
を
指
数
化
す
る
方
法
は
、
す
で
に
森
浩
一
「
奈
良
、
大

　
阪
に
お
け
る
横
口
式
石
馬
の
系
譜
」
　
『
壁
画
古
墳
高
松
塚
』
…
九
七
一
　
な
ど
に
見

　
ら
れ
る
。

③
横
口
の
有
無
は
、
そ
れ
が
「
棺
」
で
あ
る
か
、
「
榔
」
で
あ
る
か
を
論
じ
る
に
は

　
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
系
譜
関
係
を
重
視
す
る
本
稿
の
分
類
で
は
二
次
的
要
素

　
と
な
る
。

④
　
奈
良
県
桜
井
市
天
王
山
古
墳
例
は
一
・
二
型
式
の
突
起
が
蓋
の
斜
脚
に
あ
る
に

　
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
坦
蘭
指
数
は
四
六
を
示
す
。
水
平
方
向
に
出
る
突
起
が
「
醐

　
取
技
法
」
の
展
開
の
中
で
変
形
し
た
と
推
定
さ
れ
る
形
態
を
示
す
な
ど
、
少
し
特

　
殊
な
例
で
あ
る
が
、
届
、
類
の
続
絵
に
入
れ
る
。
ま
た
、
御
所
市
穴
神
塚
古
墳
例
は

　
一
・
三
型
式
の
突
起
で
あ
る
が
、
a
類
の
変
形
と
推
定
す
る
。

⑤
小
野
山
節
「
日
本
発
見
の
初
期
の
馬
具
」
『
考
古
学
難
誌
』
五
ニ
ー
一
一
九

　
六
六
で
は
五
世
紀
の
中
頃
、
小
林
謙
一
「
甲
冑
製
作
技
術
の
変
遷
と
工
人
の
系
統
」

　
『
考
古
学
研
究
』
二
〇
1
四
・
一
二
一
二
　
一
九
七
四
で
は
五
世
紀
の
第
三
の
四

　
半
世
紀
に
編
年
さ
れ
て
い
る
。

⑥
奈
良
市
野
上
古
墳
と
桜
井
布
部
塚
古
墳
の
畜
類
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

⑦
前
者
で
は
斑
類
の
野
上
古
墳
例
と
兜
壕
古
墳
例
、
伽
．
類
の
長
持
山
古
墳
二
号
棺

　
が
あ
り
、
後
者
で
は
鴨
稲
荷
山
古
墳
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
滋
賀
県
に
お
い
て
は

　
六
世
紀
末
、
な
い
し
は
七
世
紀
初
頭
以
後
の
花
瓶
岩
製
馴
按
式
石
棺
に
印
籠
蓋
の

　
も
の
が
あ
り
〔
九
山
一
九
七
一
〕
、
注
目
さ
れ
る
。

⑧
　
大
阪
府
羽
曳
野
衛
徳
楽
肉
古
墳
例
な
ど
で
、
ほ
と
ん
ど
完
全
な
箱
形
を
な
す
。

　
押
熊
石
棺
も
こ
れ
に
近
い
。

⑨
京
都
府
綴
憲
郡
八
幡
茶
臼
山
古
墳
例
や
長
持
山
言
写
棺
な
ど
は
「
松
香
石
」
と

　
こ
と
な
り
九
州
の
阿
蘇
熔
岩
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
あ
る
い
は
、
京
都
盆

　
地
の
家
形
石
棺
に
は
「
松
香
石
」
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
は
知
ら
れ
て

　
い
た
。
小
林
行
雄
氏
教
示
。

⑬
岩
石
を
構
成
す
る
鉱
物
の
割
合
を
X
線
回
折
に
よ
っ
て
回
折
像
と
し
て
取
り
出

　
し
、
そ
の
回
折
像
を
比
較
す
る
方
法
〔
逸
冤
一
九
七
四
）
。

⑪
　
間
壁
氏
ら
に
よ
る
石
材
の
同
定
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
畿
内
の
家
形
石
棺
に

　
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
…
長
持
山
古
墳
一
号
棺
・
唐
櫃
山
宵

　
墳
例
、
二
上
山
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
－
東
乗
鞍
宵
三
一
号
棺
・
兜
塚
吉
墳
例
・
長
持
山

　
古
墳
二
号
棺
、
二
上
山
白
色
系
凝
灰
岩
－
東
乗
鞍
古
墳
二
号
棺
・
南
塚
古
墳
一
・

　
二
号
棺
・
水
泥
古
墳
㎜
号
棺
・
権
現
堂
古
墳
例
・
宮
塚
古
墳
例
・
都
塚
古
墳
例
・

　
天
王
山
古
墳
例
・
竜
山
石
－
艸
墓
古
墳
例
・
耳
原
丁
二
号
棺
・
平
尾
一
号
棺

　
（
京
都
大
学
保
管
）
・
水
泥
古
墳
二
号
棺
・
新
宮
山
古
墳
抗
電
棺
・
松
本
塚
古
墳
の

　
一
例

⑫
大
阪
府
柏
原
市
の
高
井
田
横
穴
群
〔
梅
原
一
九
三
照
〕
や
、
安
福
尋
横
穴
群

　
〔
水
野
正
好
・
久
貝
健
・
福
西
正
幸
『
玉
手
山
安
福
寺
横
穴
群
盲
査
概
要
』
『
大

　
阪
府
文
化
財
調
査
概
要
』
一
九
七
ニ
ー
五
）
一
九
七
三
〕
な
ど
に
類
例
を
み
る
。

⑩
　
大
阪
府
八
罵
市
愛
宕
塚
古
墳
の
一
例
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
二
上
山
西
方
で
は

　
ご
く
僅
か
で
は
あ
る
が
、
寺
山
の
石
英
安
山
岩
を
用
い
て
い
る
。
注
1
4
参
照
。
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⑭
大
阪
府
羽
曳
野
市
飛
鳥
千
塚
古
墳
群
中
に
は
、
感
賞
無
突
起
型
式
伽
、
類
に
属
す

　
観
音
塚
古
墳
例
と
重
代
設
置
古
墳
例
が
あ
り
、
郡
山
の
石
英
安
山
岩
を
利
用
し
て

　
い
る
〔
梅
原
一
九
三
五
、
水
野
正
好
・
野
上
丈
助
『
近
飛
鳥
遺
跡
分
布
調
査
概
要
』

　
（
『
大
阪
府
文
化
財
調
査
概
要
』
　
九
七
一
一
六
）
一
九
七
二
〕
。
し
か
し
、
オ
ー

　
ロ
支
群
も
含
め
て
、
石
室
、
な
い
し
は
石
門
の
構
造
、
類
例
の
少
な
さ
な
ど
よ
り
、

　
き
わ
め
て
特
殊
な
場
合
が
想
定
さ
れ
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
注
で
触
れ
る
に
と
ど

　
め
た
。
以
下
の
論
の
展
開
に
は
差
障
り
は
な
く
、
将
来
的
に
は
こ
れ
を
補
強
す
る

　
も
の
と
考
え
て
い
る
。

⑮
　
岡
山
県
で
は
総
社
市
長
砂
古
墳
の
　
例
が
知
ら
れ
て
い
る
〔
間
壁
一
九
七
四

　
a
〕
。

⑯
兵
庫
県
加
古
川
流
域
で
は
神
燐
郡
大
門
石
棺
〔
神
戸
新
聞
社
会
部
編
『
祖
先
の

　
あ
し
あ
と
』
四
　
一
九
六
一
〕
が
あ
り
、
加
西
市
倉
谷
石
棺
〔
栗
山
一
九
三
四
－

　
五
〕
も
菖
蒲
池
古
墳
の
類
品
で
あ
る
。

⑰
武
藤
誠
「
石
宝
殿
」
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
九
～
九

　
三
二
に
み
え
る
石
宝
殿
横
の
小
石
棺
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
神
戸
市
東
部

　
周
辺
に
は
小
型
の
馴
翻
弄
家
形
石
棺
が
数
例
報
告
さ
れ
て
い
る
が
〔
神
戸
古
代
史

　
研
究
会
一
九
七
五
〕
、
今
回
は
確
認
し
え
た
も
の
だ
け
を
図
示
し
た
。

⑬
　
本
稿
で
い
う
「
地
域
」
と
は
、
家
形
石
棺
の
分
布
状
態
を
基
本
と
し
た
、
明
確

　
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
単
位
地
域
的
な
も
の
で
、
た
と
え
ば
奈
良
盆
地
南
都
、
京

　
都
盆
地
北
部
な
ど
と
い
う
の
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
畿
内
は
い
く
つ
も
の
「
地
域
」

　
を
含
ん
だ
「
地
方
」
と
し
て
取
り
扱
う
。
第
2
表
で
は
大
阪
平
野
南
部
を
一
一
分
し

　
て
い
る
が
、
北
半
は
主
と
し
て
藤
井
寺
市
、
柏
原
市
を
さ
し
、
南
半
は
よ
り
以
南

　
の
石
川
流
域
、
羽
曳
野
丘
陵
一
帯
を
さ
す
。

⑲
　
二
上
山
ピ
ン
ク
凝
灰
岩
製
の
も
の
は
、
こ
の
外
に
岡
山
県
昆
久
郡
築
山
古
墳
例

　
（
馴
抜
0
・
二
型
皇
継
類
）
〔
梅
原
末
治
「
岡
山
県
下
の
古
墳
調
査
記
録
二
」
『
瀬

　
戸
内
海
研
究
』
9
・
1
0
　
…
九
五
七
、
間
壁
一
九
七
四
a
〕
、
滋
賀
県
野
洲
郡
円

　
山
古
傭
狽
例
（
馴
抜
0
・
二
型
式
伽
、
類
、
指
数
二
四
）
　
〔
滋
賀
県
調
査
ム
耳
一
九
留
＝
ハ
〕

　
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
畿
内
の
も
の
と
同
一
型
式
で
、
後
述
の
三
輪
型
に
属
す
も
の

　
で
あ
る
。
滋
賀
県
野
洲
郡
甲
肉
古
墳
例
〔
滋
賀
県
調
査
ム
至
九
三
六
〕
は
現
在
み

　
ら
れ
な
い
が
、
写
真
で
み
る
か
ぎ
り
は
、
同
じ
三
輪
型
の
よ
う
で
、
こ
の
「
型
」

　
で
は
唯
一
の
馴
抜
一
・
二
型
式
a
類
の
よ
う
で
あ
る
。

⑳
　
こ
の
見
解
が
成
立
す
れ
ば
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
も
、
そ
の
型

　
式
よ
り
「
型
」
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
2
表
で
石
材
名
が
な
い
の
に

　
「
型
」
の
名
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

⑳
　
し
た
が
っ
て
、
劇
抜
式
石
棺
と
岡
様
に
平
坦
面
指
数
を
編
年
に
用
い
る
こ
と
が

　
で
き
る
と
考
え
る
。
な
お
、
例
は
多
く
な
い
が
、
馴
抜
一
・
0
型
式
b
類
の
ご
と

　
く
、
古
い
型
式
が
定
型
化
し
て
新
し
い
時
期
ま
で
の
こ
る
の
は
播
慶
型
の
特
徴
で

　
あ
る
。
京
都
市
丸
山
古
墳
　
号
棺
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

㊧
　
現
在
、
京
都
市
後
宇
多
天
皇
陵
前
に
置
か
れ
て
い
る
石
棺
は
奈
良
県
出
土
と
伝

　
え
ら
れ
て
お
り
〔
安
藤
一
九
七
五
〕
、
少
な
く
と
も
二
見
以
上
の
部
材
か
ら
な
つ

　
て
い
る
。

⑯
　
丸
山
古
墳
に
は
三
例
の
組
合
式
家
形
石
棺
が
あ
り
、
突
起
部
の
残
る
三
号
棺
は
、

　
や
は
り
竜
山
石
製
で
、
一
・
二
号
棺
よ
り
か
な
り
新
し
い
型
式
を
示
す
。

⑭
生
駒
郡
泥
土
塚
古
墳
一
号
棺
は
一
・
二
型
式
と
復
原
ざ
れ
て
い
る
が
〔
伊
達
一

　
九
七
二
〕
、
報
告
書
に
載
る
だ
け
の
破
片
か
ら
で
は
明
確
な
こ
と
は
い
え
な
い
。

　
な
お
、
無
突
起
型
式
の
み
は
共
通
で
あ
ろ
う
。

㊧
　
注
2
2
の
伝
奈
良
貼
出
十
…
と
さ
れ
る
後
宇
多
天
皇
占
奪
の
一
例
を
除
け
ば
、
確
肇
く

　
な
播
磨
型
組
合
式
石
棺
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。

⑳
　
天
理
市
竜
王
山
古
墳
群
に
三
〇
例
近
い
組
合
式
石
棺
の
存
在
が
予
想
さ
れ
て
お

　
り
〔
清
水
一
九
七
一
一
二
〕
、
そ
の
こ
と
が
盆
地
の
組
合
式
石
棺
数
を
倍
増
し
て

　
い
る
。
な
お
、
清
水
氏
は
石
材
を
榛
原
石
と
し
て
い
る
が
、
若
干
疑
問
が
あ
る
。

　
樋
口
清
之
氏
が
こ
の
古
墳
群
中
の
一
石
棺
を
「
松
香
石
」
製
と
し
て
お
り
〔
樋
口

　
一
九
一
一
八
〕
、
簗
者
も
横
穴
中
に
そ
の
破
片
を
発
見
し
て
い
る
の
で
、
二
上
山
白

　
色
凝
灰
岩
製
と
し
て
扱
う
。
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畿内の家形石棺（和田）

⑳
　
な
お
、
奈
良
県
宇
陀
郡
榛
原
晦
に
は
、
室
生
火
山
系
の
流
紋
岩
黒
幕
結
凝
灰
岩

　
〔
松
下
一
九
七
一
〕
で
あ
る
榛
原
石
を
利
用
し
た
組
合
式
石
棺
が
発
見
さ
れ
て
い

　
る
。
し
か
も
、
不
動
堂
三
号
墳
…
号
棺
〔
伊
達
宗
泰
「
宇
陀
郡
榛
原
町
檜
不
動
堂

　
古
墳
」
　
『
奈
良
県
文
化
財
調
査
報
告
』
（
埋
蔵
文
化
財
編
）
三
　
一
九
六
〇
〕
、
奥

　
の
芝
二
号
墳
例
〔
泉
森
鮫
・
河
上
邦
彦
『
宇
陀
福
地
の
古
墳
』
（
『
奈
良
県
文
化
財

　
調
査
報
告
』
～
七
）
一
九
七
二
〕
で
は
、
蜜
聴
の
石
棺
に
は
数
少
な
い
椚
穴
技
法

　
（
後
述
）
が
み
ら
れ
る
。
各
部
材
が
蔀
い
板
石
よ
り
な
る
、
型
式
化
の
進
ん
で
い

　
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
同
～
石
材
よ
り
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
偲
梛
…
式
石
室
」
と
と

　
も
に
注
目
さ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
七
世
紀
代
の
も
の
で
あ
る
。

⑯
　
　
〔
白
石
～
九
六
六
〕
で
は
一
一
古
墳
に
石
棺
の
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

　
お
り
、
　
〔
大
阪
府
教
委
一
九
六
六
〕
で
は
八
例
の
出
土
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

　
両
者
の
関
係
は
不
詳
で
あ
る
。

㊥
他
の
三
例
は
高
安
愛
宕
塚
古
墳
の
一
例
〔
大
阪
府
教
委
一
九
六
八
〕
の
ご
と
く
、

　
編
平
な
家
形
の
蓋
に
矩
形
の
突
起
が
付
く
も
の
、
あ
る
い
は
厚
み
の
あ
る
蓋
の
一

　
角
片
（
内
面
に
溝
を
有
す
）
、
板
状
の
石
材
に
小
さ
な
突
起
が
付
く
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
も
の
は
主
と
し
て
東
大
阪
市
郷
土
博
物
館
、
同
市
遺
跡
保
護
調
査
会
で
実

　
見
の
機
会
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

⑳
　
高
安
古
墳
群
で
は
愛
宕
塚
古
墳
に
六
世
紀
前
葉
の
馬
具
、
須
恵
器
な
ど
が
出
土

　
し
て
い
る
が
、
同
古
墳
出
土
の
注
2
9
の
例
は
型
式
的
に
後
出
の
も
の
で
あ
る
。

⑳
　
山
畑
古
墳
群
の
す
ぐ
北
に
所
在
す
る
松
本
塚
古
墳
例
（
藤
井
直
正
氏
教
示
）
は

　
播
磨
型
組
合
式
石
棺
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
竜
山
石
製
の
も
の
と
は

　
い
っ
て
も
、
破
片
や
部
材
の
み
で
「
型
」
を
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な

　
お
、
山
畑
型
に
竜
山
石
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
山
畑
型
の
用
い
る
二
上
山
白
色
凝

　
灰
岩
が
同
じ
石
材
を
も
ち
い
る
各
「
型
」
の
中
で
は
最
も
小
さ
い
こ
と
と
関
連
し

　
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑫
　
天
理
布
東
乗
鞍
古
墳
二
号
棺
に
つ
い
て
「
蓋
石
は
一
一
枚
に
し
て
、
傍
に
取
り
除

　
き
あ
り
、
棺
の
内
部
は
空
虚
に
し
て
、
一
方
の
外
商
に
方
形
の
小
さ
き
突
出
せ
る

　
も
の
二
個
あ
り
て
云
々
」
　
〔
佐
藤
一
九
一
六
a
〕
と
伝
え
る
も
の
も
、
こ
の
例
に

　
あ
た
る
と
思
う
。

⑳
　
A
・
Y
式
が
家
形
石
棺
の
特
微
で
あ
る
こ
と
は
、
小
林
行
雄
幾
に
よ
り
す
で
に

　
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
『
古
代
の
技
術
』
一
九
六
四
〕
。
最
近
で
は
田
中
久
雄
氏
が
九

　
州
の
家
形
石
棺
を
も
考
慮
し
て
述
べ
て
い
る
〔
「
長
持
形
石
棺
の
再
検
討
」
『
古
代

　
学
研
究
』
七
七
　
一
九
七
五
〕
。
ま
た
、
小
林
氏
は
前
著
に
お
い
て
つ
ぎ
の
結
合

　
技
法
に
も
触
れ
て
い
る
。

⑭
　
第
3
表
で
は
さ
ら
に
a
－
e
と
細
分
し
て
い
る
。

　
　
a
　
平
面
ど
う
し
が
た
だ
単
に
接
す
る
だ
け
の
も
の
。

　
　
b
　
結
食
す
る
一
方
に
の
み
段
状
の
加
工
が
あ
る
も
の
。

　
　
c
　
結
合
す
る
両
方
に
段
状
の
加
工
が
あ
る
も
の
。

　
　
d
　
一
方
に
溝
状
の
彫
り
込
み
が
あ
り
、
こ
れ
に
特
溺
な
加
工
の
な
い
も
の
を

　
　
　
挿
入
す
る
も
の
。

　
　
e
　
～
方
に
溝
状
の
彫
り
込
み
が
あ
り
、
こ
れ
に
挿
入
す
る
も
の
に
は
段
状
の

　
　
　
加
工
が
あ
る
も
の
。

　
　
a
が
平
海
技
法
、
b
・
c
が
有
段
技
法
、
d
・
e
が
有
溝
技
法
で
あ
る
。
な
お
、

　
納
穴
技
法
は
畿
内
の
家
形
石
棺
に
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

⑮
心
癖
城
郡
兄
川
底
古
墳
で
は
二
例
の
底
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
二
号
棺
の

　
底
石
は
少
な
く
と
も
＝
以
上
の
部
材
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
の
一
部
に
有
溝
技

　
法
が
み
ら
れ
る
。

⑳
　
山
畑
型
六
例
中
三
例
は
明
確
な
溝
を
彫
ら
ず
に
、
断
面
「
逆
へ
の
字
」
状
に
浅

　
く
彫
り
ざ
げ
る
だ
け
で
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
て
い
る
。
山
畑
型
に
顕
著
な
技
法
で

　
あ
る
。

⑰
山
畑
型
の
み
は
石
材
の
一
部
に
異
な
る
種
類
の
も
の
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
注
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同
さ
れ
る
。

⑳
　
狐
塚
古
墳
…
号
棺
が
比
較
的
新
し
い
階
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

38　（348）

四
「
型
」
の
展
開
と
そ
の
意
義

《
一
》
　
三
つ
の
画
期
（
第
4
表
・
第
5
図
）

　
以
上
で
畿
内
の
家
形
石
棺
の
分
析
を
終
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
三
輪
型
（
言
抜
式
石
棺
）
、
南
大
和
型
（
張
抜
式
石
棺
）
、
葛
城

型
（
組
合
式
石
棺
）
、
山
畑
型
（
組
合
式
石
棺
）
、
播
磨
型
（
劇
節
点
・
組
合
式
石
棺
）
の
五
つ
の
「
型
」
と
、
九
州
創
抜
式
石
棺
群
、
東
大
和

組
合
式
石
棺
群
、
お
よ
び
石
川
右
岸
組
合
式
寄
々
群
の
露
群
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
　
「
石
棺
群
」
と
し
た
も
の
も
将
来
的

に
は
「
型
」
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
畿
内
に
類
例
が
少
な
い
た
め
、
ま
た
後
二
者
は
、
今
の
段
階
で
は
石
棺
の
型
式
が

十
分
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
一
般
的
な
群
と
し
て
の
性
格
づ
け
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　
繰
り
返
し
て
い
う
な
ら
ば
、
こ
こ
で
い
う
「
型
」
と
は
素
材
（
石
材
）
と
製
品
の
形
態
（
型
式
）
と
需
要
の
あ
り
方
（
分
布
）
の
三
者
が
有

機
的
に
結
び
つ
い
た
一
つ
の
性
格
を
も
っ
た
石
棺
群
を
さ
す
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
特
定
の
石
工
集
団
に
よ
っ
て
特
定
の
地

域
で
製
作
さ
れ
、
特
定
の
人
々
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
後
述
の
ご
と
く
、
家
形
石
棺
を
採
用
す
る
主

体
は
あ
く
ま
で
も
畿
内
の
有
力
豪
族
層
で
あ
り
、
し
か
も
古
墳
時
代
後
期
の
ほ
と
ん
ど
の
大
型
古
墳
に
家
形
石
棺
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ぽ
、
こ
の
「
型
」
や
「
石
棺
群
」
の
動
向
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
有
力
豪
族
層
の
動
向
と
き
わ
め
て
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
も
の
と
推

察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
分
布
の
中
心
”
需
要
の
中
心
膿
製
作
地
と
す
る
の
は
あ
く
ま
で
認
識
の
上
で
の
場
の
概
念
で
あ
り
、
実
際
は
、
た
と
え
ば
二
上
山
石
材
の
も

の
で
あ
れ
ば
大
阪
府
南
河
内
郡
の
鹿
谷
寺
跡
や
奈
良
県
北
葛
城
郡
の
屯
歯
面
な
ど
に
想
定
さ
れ
て
い
る
石
切
丁
場
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

品
に
近
い
も
の
が
製
作
さ
れ
、
所
定
の
地
へ
と
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
の
概
念
に
し
た
が
う
か
ぎ
り
、
た
と
え
分
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隙．九州・日三輪型圏南大和型露播磨型【］他の組合式石棺iO推定

布
の
中
心
地
を
遠
く
離
れ
た
所
へ
石
材
が
持
ち
運
ば
れ
、
そ
の
地
で
石
棺
が
製
作

さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
石
棺
が
前
記
の
「
型
」
の
い
ず
れ
か
に
属
す
も
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
中
心
部
に
お
い
て
製
作
さ
れ
遠
く
へ
持
ち
運
ば
れ
た
と
解
し
て
も

本
質
的
な
差
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
場
の
概
念
に
石
工
集
団
を
支
配
し

た
豪
族
層
の
所
在
地
と
い
っ
た
性
格
を
加
え
る
な
ら
ば
、
播
磨
型
の
み
は
後
述
の

よ
う
な
理
由
か
ら
加
古
川
流
域
に
畿
内
の
「
出
先
機
関
」
的
な
性
格
の
も
の
を
想

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
4
表
は
以
上
に
よ
っ
て
得
た
各
［
「
型
」
と
「
石
棺
群
」
の
畿
内
各
地
域
に
お

け
る
変
遷
を
図
表
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
①
　
ま
ず
、
五
世
紀
後
半
の
段
階
に
奈
良
盆
地
東
部
で
二
上
山
の
石
材
を
用
い

て
三
輪
型
の
製
作
が
開
始
さ
れ
る
。

　
②
続
い
て
六
世
紀
前
葉
に
入
る
と
、
奈
良
盆
地
の
南
部
で
は
三
輪
型
の
影
響

を
受
け
た
南
大
和
型
が
、
同
盆
地
の
西
部
で
は
葛
城
型
が
、
大
阪
平
野
東
部
で
は

山
畑
型
が
、
兵
庫
県
南
部
で
は
播
磨
型
が
製
作
を
開
始
し
、
石
川
右
岸
組
合
式
石

棺
群
、
東
大
和
組
合
式
石
棺
群
が
こ
れ
に
続
く
。
し
か
し
他
方
で
は
、
三
輪
型
が

ほ
ど
な
く
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

　
⑧
そ
し
て
、
こ
の
状
態
は
し
ば
ら
く
続
く
が
、
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
頭

に
至
り
、
南
大
和
酒
と
播
磨
型
の
型
式
差
が
明
確
に
な
る
と
と
も
に
、
前
者
は
大

阪
平
野
南
部
に
も
分
布
を
拡
大
し
、
後
者
は
製
作
量
を
急
増
し
つ
つ
奈
良
盆
地
南
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部
や
京
都
盆
地
北
部
を
中
心
に
畿
内
の
各
地
に
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
他
の
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
製
の
組
合
式
石
棺
は
分
布
を
拡
大

す
る
こ
と
も
な
く
、
ほ
ぼ
七
世
紀
前
葉
を
も
っ
て
終
る
。

　
つ
ま
り
、
　
「
型
」
の
盛
衰
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
畿
内
の
家
形
石
棺
の
全
体
的
な
動
向
は
、
発
生
を
も
含
め
て
、
以
上
の
三
つ
の
画
期

を
経
て
展
開
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

4e　（3Dro）

《
二
》
　
画
期
の
意
味

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
家
形
石
棺
の
動
向
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
家
形
石
棺
の
発
生
よ
り
み
て
ゆ
こ
う
。

　
　
〈
一
〉
家
形
石
棺
の
発
生

　
畿
内
に
お
け
る
家
形
石
棺
の
発
生
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
府
藤
井
寺
市
長
持
山
古
墳
の
工
つ
の
石
棺
が
き
わ
め
て
重
要
な
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
古
墳
に
は
九
州
劇
抜
式
石
棺
群
に
属
す
劇
抜
一
・
O
型
式
群
類
と
三
輪
型
の
卓
抜
O
・
二
型
式
既
定
が
共

存
し
、
屋
根
形
の
蓋
を
も
つ
こ
と
か
ら
と
も
に
家
形
石
棺
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
者
の
み
で
億
一
号
棺
の
一
．
O
型

式
の
突
起
か
ら
二
号
棺
の
O
・
二
型
式
の
突
起
へ
の
展
開
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
号
棺
の
製
作
地
と
推
定
す

る
奈
良
盆
地
東
部
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
い
ま
だ
蓋
の
頂
部
に
平
坦
面
を
も
た
な
い
段
階
の
劇
抜
O
・
二
型
式
恥
類
が
分
布
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
者
の
関
係
を
合
理
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
す
で
に
奈
良
盆
地
東
部
で
製
作
が
開
始
さ
れ
て
い
た
三

輪
型
の
劇
抜
O
・
一
一
型
式
獣
類
が
、
九
州
創
算
式
石
棺
群
の
劇
抜
一
・
O
型
式
％
類
（
九
州
で
は
屋
根
形
一
蓋
舟
形
石
棺
の
範
瞬
に
入
る
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

影
響
を
受
け
て
、
蓋
頂
部
に
平
坦
面
を
も
つ
墨
黒
へ
と
変
化
し
た
と
す
る
の
が
最
も
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
蓋
の
頂
部
に

平
坦
面
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
蓋
の
各
稜
線
を
直
線
化
し
、
竪
穴
式
石
室
に
か
わ
っ
て
横
穴
黒
石
室
内
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
、
床
面
の
構
造
変
化
な
ど
と
対
応
し
て
身
の
箱
形
化
を
押
し
進
め
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
三
輪
型
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
全
国
各
地
の
一
般
的
な
場
合
と
同
様
、
最
初
は
舟
形
石
棺
と
し
て
製
作
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ

「
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り
、
畿
内
で
「
家
形
石
棺
」
と
呼
ぶ
も
の
は
単
に
そ
の
形
態
変
化
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
質
的
に
は
舟
形
石
棺
と
同
じ
単

な
る
「
棺
」
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
に
ま
っ
た
く
別
個
に
起
こ
っ
て
き
た
横
穴
式
石
室
と
結
び
つ
い
て
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
畿
内
の
家
形
石
棺
の
発
生
を
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
シ
ス
ト
に
祖
型
を
も
ち
「
棺
」
と
し
て
よ
り
も
「
室
」
と
し
て
の
用
途
を
よ
り
強

く
果
し
た
と
推
定
さ
れ
る
九
州
の
家
形
石
棺
〔
佐
田
一
九
七
二
〕
と
の
質
的
な
差
異
も
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
両
者

は
と
も
に
九
州
の
屋
根
型
里
下
舟
形
石
棺
の
影
響
下
に
発
生
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
母
体
と
な
っ
た
も
の
と
、
そ
の
用
途
に
お
い
て
根
本
的
に

異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
畿
内
の
家
形
石
棺
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
理
念
の
も
と
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
三
輪
型
の

0
・
二
型
式
の
突
起
を
も
つ
蓋
の
形
態
に
し
て
も
、
京
都
府
城
陽
市
久
津
川
車
塚
古
墳
例
〔
梅
原
一
九
二
〇
〕
の
ご
と
く
、
す
で
に
長
持
形
石

棺
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
舟
形
石
棺
で
も
福
井
市
宝
石
山
古
墳
例
〔
斎
藤
一
九
六
〇
〕
や
島
根
県
八
束
郡
玉
造
築
山
古
墳
例
〔
山
本
一

九
六
六
〕
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
点
は
当
時
の
畿
内
の
一
角
に
劇
講
式
石
棺
が
出
現
し
て
く
る
こ
と
の

意
義
を
弱
め
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
の
よ
う
に
し
て
畿
内
で
は
、
衰
退
し
だ
し
た
と
は
い
え
、
他
方
で
、
い
ま
だ
長
持
形
石
棺
が
製
作
さ
れ
て
い
る
段
階
に
お
い
て
、
奈
良
盆

地
東
部
で
二
上
山
の
石
材
を
利
用
し
た
三
輪
型
の
製
作
が
始
ま
り
、
そ
し
て
家
形
石
棺
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
っ
た
が
、
三
輪
型
は
そ
の

後
長
く
は
続
か
ず
、
こ
れ
に
つ
ぐ
型
式
の
蜜
蝋
式
石
棺
は
石
材
も
分
布
地
域
も
異
な
る
南
大
和
型
と
し
て
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

奈
良
盆
地
東
部
に
は
、
以
後
東
大
和
組
合
式
石
棺
群
が
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
三
輪
型
を
採
用
し
た
勢
力
が

衰
退
し
、
ま
っ
た
く
新
た
に
組
合
式
石
棺
を
採
用
す
る
勢
力
が
台
頭
し
て
く
る
の
か
、
あ
る
い
は
二
上
山
石
材
の
採
掘
の
仕
方
に
大
き
な
変
化

が
起
り
、
三
輪
型
を
製
作
し
て
い
た
勢
力
も
組
合
式
石
棺
を
作
り
う
る
程
度
の
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
し
か
入
手
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
か
は
明

ら
か
で
な
い
。
前
述
の
ご
と
く
、
六
世
紀
前
葉
以
後
の
エ
上
由
白
色
凝
灰
岩
の
入
手
に
関
し
て
は
は
っ
き
り
と
量
的
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
や
、
天
理
市
東
乗
鞍
古
墳
の
ご
と
く
同
一
横
穴
式
石
室
内
に
三
輪
型
と
組
合
式
石
棺
の
両
者
が
共
存
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
み
れ
ば
、
後

老
の
場
合
の
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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〈
二
〉
　
「
型
」
の
分
立

　
一
方
、
三
輪
型
が
こ
の
よ
う
に
変
移
し
て
行
く
前
後
に
、
畿
内
の
各
地
域
で
は
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
や
竜
山
石
を
利
用
し
た
家
形
石
棺
の
製

作
が
開
始
さ
れ
だ
す
。
し
か
も
そ
れ
は
、
も
は
や
畿
内
の
一
地
域
の
現
象
と
し
て
で
は
な
く
奈
良
盆
地
の
東
・
西
・
南
部
、
大
阪
平
野
の
東
・

南
部
、
お
よ
び
兵
庫
県
南
部
と
畿
内
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
世
紀
前
半
代
を
中
心
と
す
る
畿
内
の
大
型
前
方
後

円
墳
の
石
棺
が
、
＝
兀
的
に
供
給
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
、
竜
山
石
製
の
長
持
形
石
棺
で
も
っ
て
ほ
ぼ
斉
一
化
さ
れ
て
い
た
現
象
と
比
べ
れ
ば
、

こ
の
現
象
は
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
前
葉
に
か
け
て
の
時
期
は
、
長
持
形
石
棺
が
衰
退
し
、
そ
れ
を
採
用
し
て
い
た
五
世
紀
型
の
大
型
前
方
後
円
墳
、

お
よ
び
大
型
古
墳
群
が
衰
退
し
て
行
く
一
方
、
横
穴
式
石
室
が
畿
内
で
も
徐
肉
に
普
及
し
、
群
集
墳
の
築
造
が
日
増
し
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
く

時
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
政
治
的
、
社
会
的
動
向
と
三
輪
型
に
始
ま
る
家
形
石
棺
の
展
開
と
は
、
け
っ
し
て
無
関
係
で
は
あ
り

え
ず
、
こ
の
問
に
大
型
前
方
後
円
墳
や
長
持
形
石
棺
な
ど
で
も
っ
て
代
表
さ
れ
た
五
世
紀
型
の
政
治
秩
序
が
、
大
き
な
変
質
を
と
げ
た
と
予
想

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
地
域
が
、
長
持
形
石
棺
の
盛
期
に
お
け
る
中
心
的
古
墳
群
で
あ
る
、
古
市
古
墳
群
や
百

香
魚
古
墳
群
の
所
在
す
る
大
阪
平
野
南
部
周
辺
で
は
な
く
、
そ
れ
に
先
立
つ
時
期
の
大
型
前
方
後
円
墳
が
集
中
し
た
奈
良
盆
地
東
部
で
あ
る
こ

と
は
、
大
い
に
注
目
に
値
す
る
。

　
そ
の
間
の
質
的
な
変
化
に
つ
い
て
の
検
討
は
後
日
を
期
し
た
い
が
、
こ
の
六
世
紀
段
階
に
お
け
る
各
「
型
」
の
関
係
を
、
長
持
形
石
棺
と
の

対
比
を
も
含
め
て
列
挙
す
れ
ば
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
石
棺
利
用
者
の
範
囲
が
広
ま
っ
た
こ
と
、
②
畿
内
の
各
地
域
と
加
古

川
流
域
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
、
③
同
じ
家
形
石
棺
と
は
い
っ
て
も
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
を
用
い
る
各
「
型
」
ご
と
に
は
劇
抜
式
、
組
合
式
を
越

え
た
型
式
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
唯
一
南
大
和
型
と
竜
山
石
製
の
播
磨
型
と
の
間
に
は
型
式
差
が
少
な
く
、
両
者
が
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
、
④
い
ず
れ
の
「
型
」
も
ほ
と
ん
ど
分
布
を
拡
大
す
る
こ
と
な
く
、
一
地
域
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
⑤
し
か
し
、
二
上
山

石
材
の
利
用
に
関
し
て
は
明
確
に
量
的
な
差
が
あ
り
南
大
和
型
－
葛
城
型
i
山
畑
型
の
順
で
量
的
に
劣
っ
て
行
き
、
こ
の
石
材
に
お
け
る
規
制
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が
石
棺
の
型
式
に
強
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
⑥
こ
の
点
は
単
に
一
山
中
の
石
材
採
掘
権
を
だ
れ
が
に
ぎ
る
か
と
い
う
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

切
り
出
さ
れ
た
石
材
、
な
い
し
は
石
棺
の
搬
出
ル
ー
ト
、
す
な
わ
ち
当
時
の
大
和
と
河
内
を
結
ぶ
主
要
な
街
道
で
あ
る
竹
内
越
や
壁
泉
越
の
通

交
権
な
ど
の
問
題
と
も
か
ら
み
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
じ
め
て
、
畿
内
各
地
域
の
有
力
豪
族
は
そ
れ
ぞ
れ
石
工
集
団
を
組
織
し
て
独
自
の
型
式
を
と
る
家
形
石
倉
の

製
作
を
開
始
し
、
石
棺
の
型
式
と
い
う
か
た
ち
で
氏
族
の
個
性
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
彼
ら
の
間
に
あ
る
、
一
つ
の
政
治
的
な
秩
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

づ
け
が
石
材
の
量
的
な
差
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
上
山
石
材
の
利
用
で
最
も
優
位
に
あ
っ

た
の
は
南
大
和
型
で
あ
り
、
こ
の
「
型
」
と
同
一
型
式
の
播
磨
型
は
、
遠
く
竜
山
に
石
材
産
地
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
上
の
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
家
形
石
檀
を
収
め
る
古
墳
と
、
当
時
の
、
特
に
奈
良
盆
地
に
お
け
る
古
墳
の
あ
り
方
に
目
を
向
け
て

　
　
⑤

み
よ
う
。

　
ま
ず
、
家
形
石
棺
を
収
め
る
古
墳
に
つ
い
て
み
る
と
、
①
創
生
式
石
棺
（
主
と
し
て
南
大
和
魂
）
を
も
つ
古
墳
は
独
立
の
大
型
古
墳
で
あ
る

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
群
集
墳
中
に
あ
る
と
は
い
っ
て
も
奈
良
県
北
葛
城
郡
笛
吹
神
社
古
墳
の
ご
と
く
〔
泉
森
一
九
七
一
〕
、
墨
磨
の
中
心
的

大
型
円
墳
で
あ
り
、
一
般
の
群
小
古
墳
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
②
そ
の
点
、
組
合
式
石
棺
は
い
ず
れ
の
「
型
」
や
「
石
棺
群
」
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
、
群
集
墳
に
多
用
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
、
警
抜
式
石
棺
と
の
間
に
階
層
差
の
あ
る
こ
と
を
思
わ
し
め
る
が
、
た
と
え
ぼ
奈
良
県
北
葛
城
郡

の
二
上
古
墳
〔
上
田
一
九
六
二
〕
、
平
林
古
墳
〔
小
島
一
九
六
〇
〕
、
あ
る
い
は
奈
良
県
生
駒
郡
鳥
土
塚
古
墳
〔
伊
達
一
九
七
二
〕
の
ご
と
く
、

後
期
と
し
て
は
大
型
の
前
方
後
円
墳
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
③
そ
し
て
、
糊
抜
式
石
棺
を
採
用
し
て
い
る
大
型
古
墳
と
組
合
式
石
棺
を
採
用

し
て
い
る
大
型
古
墳
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
後
者
は
前
者
に
対
し
て
ま
っ
た
く
遜
色
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
前
者
の
多
く
が
大
型
円
墳
で
あ

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
前
者
を
上
回
っ
て
い
る
と
さ
え
い
え
る
の
で
あ
る
。
④
畿
内
の
古
墳
時
代
後
期
の
主
要
古
墳
は
、
ほ
と
ん
ど
が
家
形
石

棺
を
採
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
⑧
の
点
は
家
形
石
禧
の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
な
い
後
期
大
型
古
墳
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、

盆
地
東
・
西
・
南
部
の
古
墳
群
を
比
較
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
い
え
る
こ
と
は
、
各
地
域
に
お
い
て
独
自
な
型
式
を
も
つ
石
棺
が
見
ら
れ
る
背
後
に
は
、
古
墳
の
規
模
か
ら
み
る
か

ぎ
り
、
ほ
ぼ
同
じ
程
度
の
政
治
勢
力
を
も
つ
豪
族
の
存
在
が
推
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
権
勢
を
競
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
中
で
南
大
和
型
が
石
材
の
入
手
で
最
も
優
位
を
占
め
た
の
は
奈
良
盆
地
南
部
の
地
に
宜
化
・
欽
明
両
天
皇
陵
の
伝
承
を
も
つ
前
方
後
円
墳

が
あ
り
、
奈
良
祭
下
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
草
丈
丸
山
古
墳
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
と
関
連
し
、
こ
の
地
の
政
治
勢
力
が
大
和
政
権
の
中

に
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
古
墳
の
あ
り
方
か
ら
み
て
も
、
先
に
家
形
石
棺
の
各
「
型
」
の
関
連
か
ら
推
測
し
た
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
個
性
を
表
わ

し
出
し
た
豪
族
層
が
畿
内
の
各
地
域
に
分
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
爾
大
和
型
を
中
心
と
し
た
一
つ
の
政
治
的
な
秩
序
づ
け
が
あ
っ
た
と
す

る
見
解
は
あ
る
程
度
承
認
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
家
形
石
棺
の
利
用
の
さ
れ
方
か
ら
見
れ
ば
、
葛
城
型
、
山
畑
型
、
お
よ
び
東
大
和
組
合
式
石
棺
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
布
す
る
地
域
に
お
い
て
、
あ
ま
り
階
層
的
な
使
い
分
け
は
見
ら
れ
な
い
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
播
磨
型
は
、
そ
の
主
体
の
出
現
し
て
く
る

六
世
紀
末
以
後
を
考
え
て
み
る
と
、
組
合
式
石
棺
は
京
都
盆
地
に
集
中
し
、
し
か
も
、
京
都
市
福
西
古
墳
群
〔
梅
原
一
九
一
四
、
藤
沢
一
九
六

一
な
ど
〕
な
ど
の
群
集
墳
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
当
時
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
奈
良
盆
地
南
部
な
ど
で
は
、
判
明
す
る
も
の
は
い

ず
れ
も
息
抜
式
石
棺
で
、
し
か
も
、
独
立
墳
に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
差
が
見
ら
れ
、
そ
こ
に
階
層
的
な
使
い
分
け
を
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
播
磨
型
に
み
ら
れ
る
劇
画
式
石
棺
と
組
合
式
石
棺
と
の
関
係
を
、
同
一
石
材
よ
り
成
り
、
し
か
も
同
一
型
式
の
蓋
を
も
つ
南

大
和
型
と
石
川
右
岸
組
合
式
石
棺
群
に
適
用
し
て
み
る
と
、
両
者
は
本
来
一
つ
の
セ
ヅ
ト
と
し
て
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
階
層
的
な
使
い
分
け

の
結
果
が
分
布
を
奈
良
盆
地
と
大
阪
平
野
に
分
か
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
六
世
紀
末
以
後
の
段
階
に
お
い

て
、
南
大
和
型
が
大
阪
平
野
南
部
の
石
川
流
域
に
分
布
を
拡
大
す
る
理
由
の
一
つ
も
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
「
型
」
、
お
よ
び
「
石
棺
群
」
の
間
に
、
ま
た
割
抜
式
石
棺
と
組
合
式
石
棺
と
の
間
に
は
い
く
つ
か
の
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畿内の家形石棺（和田）
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注
醸
す
べ
き
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
各
「
型
」
、
な
い
し
は
「
石
糖
群
」
が
い
ず
れ
も
各
地
で
製
作
さ

れ
、
し
か
も
そ
の
地
の
一
地
域
的
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
か
た
ち
が
崩
れ
て
く
る
の
は
六
世

紀
末
か
ら
七
世
紀
前
葉
に
か
け
て
の
第
三
の
画
期
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
〈
三
〉
石
棺
…
の
斉
二
化

　
こ
の
時
期
に
な
る
と
南
大
和
型
が
大
阪
平
野
南
部
や
奈
良
盆
地
の
平
群
谷
に
進
出
し
、
こ
の
「
型
」
と
し
て
は
最
大
規
模
に
分
布
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
播
磨
型
が
急
増
し
、
畿
内
各
地
に
そ
の
数
を
増
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
動
き
と
は
逆
に
二
上
出
白
色
凝
灰
岩
製
の

組
合
式
石
棺
は
ほ
ぼ
七
世
紀
前
葉
を
も
っ
て
姿
を
消
し
て
行
く
。

　
こ
の
よ
う
な
動
向
は
第
5
図
の
ご
と
く
個
体
数
の
上
で
は
け
っ
し
て
顕
著
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
七
世
紀
代
に
な

る
と
主
要
な
古
墳
が
限
定
さ
れ
、
　
し
か
も
主
と
し
て
奈
良
盆
地
常
部
や
大
阪
平
野
異
学
に
集
中
し
、
奈
良
盆
地
の
束
・
西
部
や
大
阪
平
野
の

東
・
北
部
に
は
僅
か
な
も
の
が
点
在
す
る
の
み
と
な
る
よ
う
な
古
墳
一
般
の
動
向
を
背
景
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
か
え
っ
て
南
大
和
型
や
播
磨
型
が
当
時
の
家
形
石
棺
の
中
に
占
め
た
比
重
は
さ
ら
に
大
き
い
も
の
に
な
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

　
奈
良
県
生
駒
郡
の
平
群
谷
は
五
世
紀
末
、
な
い
し
は
六
世
紀
初
頭
以
後
の
大
型
古
墳
が
連
綿
と
築
造
さ
れ
た
こ
と
で
著
名
な
地
域
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
お
け
る
石
棺
の
あ
り
方
は
柿
塚
古
墳
（
花
崩
岩
質
石
材
よ
り
な
る
シ
ス
ト
系
石
棺
）
1
三
里
古
墳
（
組
合
式
家
形
石
棺
）
一
鳥
土
穿
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

墳
（
組
合
式
家
形
石
棺
）
ー
ツ
ボ
リ
山
古
墳
（
南
大
和
型
）
1
西
宮
古
墳
（
播
磨
型
油
抜
式
石
棺
）
と
続
い
て
お
り
、
こ
の
間
の
状
況
を
き
わ

め
て
端
的
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
畿
内
の
主
要
な
古
墳
の
採
用
し
た
家
形
石
梢
は
南
大
和
型
、
な
い
し
播
磨
型
へ
と
斉
一
化
の
傾
向
を
強
く

み
せ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
つ
ぎ
に
二
つ
の
重
要
な
現
象
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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畿内の家形石棺（和田）

　
ま
ず
、
そ
の
第
一
は
、
今
日
九
州
的
な
家
形
石
棺
や
山
陰
（
出
雲
）
的
な
家
形
石
棺
に
対
し
て
、
畿
内
的
な
も
の
と
呼
ば
れ
て
い
る
家
形
石
棺

群
に
関
し
て
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
在
地
の
石
材
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
と
推
定
す
る
家
形
石
棺
群
で
あ
り
、
広
島
県

東
部
、
岡
山
県
南
部
、
鳥
取
県
菓
部
、
滋
賀
県
南
部
、
岐
阜
・
愛
知
県
木
曾
川
流
域
、
静
岡
県
東
部
、
お
よ
び
北
関
東
な
ど
の
地
域
に
分
布
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
各
地
域
の
家
形
石
棺
を
検
討
し
て
み
る
と
、
石
糖
の
製
作
地
域
は
、
軟
質
の
凝
灰
岩
質
石
材
の
入
手
し
う
る
と
こ
ろ
で

は
、
六
世
紀
後
葉
頃
よ
り
急
激
に
広
が
り
、
六
世
紀
末
、
な
い
し
は
七
世
紀
初
頭
に
は
硬
質
の
花
一
夕
を
も
ち
い
る
広
島
県
東
部
や
滋
賀
県
に
も

及
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
ほ
と
ん
ど
い
ず
れ
の
地
域
で
も
南
大
和
型
、
な
い
し
は
播
磨
型
を
模
倣
す
る
か
た
ち
で
製
作
が
開
始
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
残
る
一
方
は
、
七
世
紀
代
を
中
心
に
持
ち
運
ば
れ
た
播
磨
型
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
分
布
は
西
は
山
口
県
防

府
市
大
日
古
墳
例
〔
梅
原
一
九
三
六
〕
よ
り
東
は
滋
賀
県
志
賀
郡
エ
ン
ド
古
墳
例
〔
滋
賀
県
調
査
会
一
九
三
六
〕
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
南
大
和
型
と
播
磨
型
、
あ
る
い
は
こ
の
両
老
に
共
通
す
る
石
棺
型
式
は
畿
内
の
石
棺
型
式
を
斉
一
化
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

西
は
東
九
州
か
ら
葉
は
関
東
ま
で
の
そ
れ
に
強
い
影
響
力
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
播
磨
型
に
い
た
っ
て
は
直
接
配
布
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
た
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
播
磨
型
と
奈
良
県
橿
原
市
岩
屋
山
古
墳
〔
梅
原
一
九
三
五
a
〕
を
代
表
例
と
す
る
「
岩
屋
山
式
横
穴
式
石
室
」
と
の
関
連
で
あ
る
。

白
石
太
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
一
定
の
プ
ラ
ン
の
も
と
に
製
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
、
　
「
岩
屋
山
式
横
穴
式
石
室
」
と
、
そ
の
「
亜
式
」
は
奈

良
盆
地
と
大
阪
平
野
南
部
に
八
例
を
数
え
る
が
、
そ
の
被
葬
者
は
七
世
紀
前
葉
の
大
和
政
権
に
お
い
て
、
大
夫
と
し
て
朝
政
に
参
画
し
て
い
た

執
政
官
的
豪
族
層
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
こ
に
公
葬
的
性
格
が
窺
え
る
と
い
う
〔
白
石
一
九
七
三
〕
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
「
岩
屋
素
式
」
、
な
い
し
は
そ
の
「
亜
式
」
の
横
穴
式
石
室
に
採
用
さ
れ
た
家
形
石
棺
を
検
討
し
て
み
る
と
、
判
明
す
る
も
の

は
奈
良
県
橿
原
市
小
谷
古
墳
例
、
同
桜
井
市
艸
墓
古
墳
例
、
お
よ
び
同
生
駒
郡
西
宮
古
墳
例
と
そ
の
類
例
は
僅
か
三
例
の
み
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
播
磨
型
劇
抜
式
石
棺
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
播
磨
型
の

比
重
は
さ
ら
に
増
大
す
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
に
み
ら
れ
る
石
材
処
理
技
術
の
あ
り
方
も
こ
の
見
解
の
妥
当
性
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
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す
で
に
、
坪
井
清
足
氏
が
指
摘
し
た
ご
と
く
〔
坪
井
一
九
六
一
〕
、
七
世
紀
代
に
お
け
る
花
宇
瓦
を
も
処
理
し
う
る
技
術
は
仏
教
文
化
の
伝

来
に
と
も
な
う
寺
院
建
築
技
術
の
一
環
と
し
て
渡
来
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
花
鳥
岩
を
丹
念
に
加
工
し
て
い
る
「
岩
屋
素
式

石
室
」
の
築
造
は
そ
の
技
術
で
も
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
播
磨
型
の
隆
盛
も
こ
の
新
し
い
技
術
の
導

入
を
そ
の
背
景
と
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
岩
屋
山
窟
式
」
に
属
す
西
宮
古
墳
の
横
穴
式
石
室
と
播
磨
型
の
家
形
石
棺
が
同

一
の
石
材
処
理
技
法
（
敲
打
技
法
）
に
よ
り
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
同
じ
く
播
磨
型
の
奈
良
県
御
所
市
連
荘
古
墳
二
号
棺
（
蓮
華
文
浮
彫

り
）
〔
天
沼
一
九
一
三
b
、
網
干
一
九
六
一
〕
や
奈
良
県
橿
原
市
菖
蒲
池
古
墳
の
二
例
（
「
ソ
リ
」
を
も
つ
寺
院
風
の
蓋
）
が
仏
教
的
要
素
を

強
く
も
っ
こ
と
な
ど
も
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
は
じ
め
て
解
決
が
つ
く
も
の
と
思
う
。

　
つ
ま
り
、
　
「
岩
屋
山
式
横
穴
式
石
室
」
を
製
作
し
た
石
工
集
団
と
六
世
紀
末
以
後
の
播
磨
型
を
製
作
し
た
石
工
集
団
は
同
一
系
譜
の
石
材
処

理
技
術
を
駆
使
し
、
し
か
も
そ
の
製
作
物
の
あ
り
方
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
奈
良
盆
地
と
加
古
川
流
域
と
作
業
の
場
こ

そ
違
え
て
い
た
と
は
い
え
、
同
一
組
織
内
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
石
工
集
団
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
点
よ
り
結
論
づ
け
て
い
え
ば
、
三
輪
型
に
採
用
さ
れ
、
主
と
し
て
南
大
和
型
を
介
し
て
持
ち
伝
え
ら
れ
、
展
開
し
て

き
た
家
形
石
槙
の
型
式
が
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
は
じ
め
て
全
国
的
に
通
用
す
る
「
公
的
な
石
棺
型
式
」
と
し
て
の
性
格
を
獲
得
す
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
石
棺
型
式
の
全
国
的
な
規
模
で
の
斉
一
化
現
象
が
生
ま
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
六
世
紀
末
以
後
の
南
大
和
型
、
お
よ
び
播
磨
型
の
性
格
を
推
定
す
る
と
き
、
そ
の
動
向
は
新
井
喜
久
夫
氏
が
推
古
朝
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
起
源
を
求
め
た
陵
墓
綱
や
〔
新
井
一
九
六
六
〕
、
水
野
正
好
氏
が
、
群
集
墳
の
衰
退
と
関
連
し
て
提
唱
し
た
推
古
朝
の
葬
送
規
糊
〔
水
野
一

九
七
〇
〕
な
ど
と
対
応
し
、
同
時
期
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
の
一
側
面
を
明
確
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
動

向
は
、
前
段
階
に
お
い
て
み
ら
れ
た
豪
族
層
の
分
立
や
、
そ
の
間
に
お
け
る
あ
る
種
の
政
治
的
秩
序
と
い
っ
た
も
の
が
、
南
大
和
型
と
播
磨
型

両
勢
力
の
も
と
に
止
揚
・
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
動
向
と
理
解
さ
れ
、
大
化
改
新
を
経
て
律
令
体
制
へ
と
上
り
詰
め
る
七
世
紀
前
半
代
の
政
治
的

状
況
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
南
大
和
型
と
播
磨
型
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
で
は
、
七
世
紀
の
前
葉
に
分
布
を
最
大
に
広

げ
た
南
大
和
型
が
、
七
世
紀
中
葉
以
後
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
が
大
阪
平
野
南
部
の
磯
長
谷
と
羽
曳
野
丘
陵
の
一
部
に
収
束
し
、
そ
れ
ま
で
一
貫

し
て
分
布
し
て
い
た
奈
良
盆
地
南
部
に
は
確
例
が
な
く
な
り
、
同
地
に
は
播
磨
型
の
み
が
分
布
す
る
と
い
う
現
象
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
現
象
は
南
大
和
心
が
奈
良
盆
地
南
部
か
ら
姿
を
消
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
政
治
的
変
動
を
暗
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

南
大
和
型
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
現
象
は
そ
の
分
布
地
域
と
あ
い
ま
っ
て
、
そ
れ
を
採
用
し
た
氏
族
が
蘇
我
氏
、
お
よ
び
そ
れ
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
氏
族
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
推
測
に
導
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
六
世
紀
前
葉
、
奈
良
盆
地
南
部
に
登
場
し
、
徐
々
に
発
展
し
つ
つ
七

世
紀
前
葉
に
至
る
そ
の
動
向
は
欽
明
朝
に
大
臣
と
し
て
活
躍
し
た
蘇
我
稲
目
以
後
の
蘇
我
氏
の
発
展
と
二
重
写
し
に
し
う
る
も
の
で
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
は
、
南
大
和
型
は
蘇
我
氏
の
「
私
的
槙
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
最
も
強
く
、
こ
れ
に
対
し
て
、
播
磨
型
は
大
和
政
権
の
「
公

的
棺
」
で
あ
・
た
可
能
性
が
強
い
も
の
と
推
測
し
て
お
き
た
鴨

①
　
石
切
丁
場
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
正
一
四
年
に
、
関
野
貞
氏
が
鹿
谷
寺
跡
と

　
岩
屋
を
想
定
し
た
が
、
そ
の
後
、
屯
鶴
峯
や
牡
丹
洞
な
ど
も
そ
れ
と
指
摘
さ
れ
て

　
い
る
〔
川
勝
一
九
五
七
、
北
野
耕
平
「
三
士
に
お
け
る
壇
上
積
基
壇
の
成
立
と
初

　
期
の
新
羅
系
要
素
」
『
新
羅
と
飛
鳥
・
自
鳳
の
仏
教
文
化
』
一
九
七
五
〕
。
な
お
、

　
完
成
品
近
く
ま
で
加
工
し
て
運
ぶ
方
が
、
原
材
を
そ
の
ま
ま
運
ぶ
よ
り
も
、
約
三

　
分
の
二
の
重
美
で
す
む
。
滋
賀
県
鴨
稲
荷
山
古
墳
の
石
室
石
材
の
間
に
み
ら
れ
た

　
二
上
山
白
色
凝
灰
岩
〔
浜
田
一
九
二
三
〕
は
、
現
地
に
お
け
る
仕
上
げ
の
際
の
も

　
の
と
考
え
る
。

②
　
畿
内
の
家
形
石
棺
が
九
州
馴
抜
式
石
棺
群
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
見
解
は
、

　
す
で
に
間
壁
忠
彦
氏
ら
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
〔
間
壁
一
九
七
四
b
、
一
九

　
七
五
a
〕
。
し
か
し
、
氏
ら
は
九
州
の
工
人
が
畿
内
へ
来
て
、
一
～
上
山
ピ
ン
ク
凝

　
灰
岩
を
用
い
て
、
家
形
石
棺
を
製
作
し
始
め
た
と
推
定
し
て
お
り
、
著
者
の
考
え

　
と
若
干
異
な
る
。

③
　
少
な
く
と
も
、
奈
良
市
法
華
寺
の
石
棺
や
大
阪
府
高
槻
市
前
唄
古
墳
例
〔
梅
原

　
末
治
『
久
津
川
古
墳
研
究
』
一
九
二
〇
〕
な
ど
の
型
式
の
も
の
は
、
三
輪
型
と
並

　
存
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

④
　
こ
の
よ
う
な
状
態
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
は
氏
姓
制
｝
度
の
問
題
と
密
接
に

　
か
か
わ
っ
て
く
る
。
間
壁
氏
ら
は
長
持
形
石
棺
を
「
畿
内
的
な
秩
序
に
合
す
る
身

　
分
的
な
も
の
の
表
現
」
と
と
ら
え
、
　
「
長
持
形
石
棺
の
見
ら
れ
る
時
期
こ
そ
、
氏

　
姓
欄
が
明
確
化
さ
れ
た
時
」
と
し
て
い
る
〔
間
壁
一
九
七
五
。
〕
。

⑤
森
浩
　
「
後
期
前
方
後
円
墳
の
分
布
と
規
模
」
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
臨
三
九
・
四
〇

　
一
九
六
五
、
網
干
善
教
「
大
和
に
お
け
る
後
期
古
墳
の
歴
史
的
背
景
」
『
日
本
粛

　
文
化
論
孜
』
｝
九
七
〇
な
ど
を
参
考
と
し
た
。

⑥
　
播
磨
型
は
京
都
市
福
西
古
墳
群
、
東
大
和
組
合
式
石
棺
群
は
天
理
市
竜
王
山
古

　
墳
群
、
由
畑
型
は
東
大
阪
市
山
畑
・
高
安
古
墳
群
、
石
川
右
岸
組
合
式
石
棺
群
は

　
南
河
内
郡
一
須
賀
古
墳
群
な
ど
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
葛
城
型
は

　
北
葛
城
郡
山
口
千
塚
古
墳
群
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず

　
れ
の
「
型
」
や
「
石
棺
群
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
例
が
主
と
し
て
一
例
あ
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る
こ
と
は
興
味
深
い
。

⑦
　
各
古
墳
の
文
献
は
柿
塚
古
墳
〔
辰
巳
和
弘
「
平
群
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」

　
『
古
代
学
研
究
』
六
四
－
六
五
　
一
九
七
二
〕
、
三
里
古
墳
〔
河
上
一
九
七
五
〕
、

　
ツ
ボ
リ
山
古
墳
〔
久
野
一
九
七
二
〕
、
西
宮
古
墳
〔
梅
原
一
九
三
五
〕
で
あ
る
。

　
な
お
、
辰
巳
和
弘
氏
の
論
孜
は
平
群
谷
の
す
ぐ
れ
た
地
域
研
究
で
あ
る
。

⑧
畿
内
以
外
の
各
地
域
の
家
形
石
棺
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
詳
細
に
触
れ
る
紙
数

　
は
な
い
が
、
軟
質
石
材
を
用
い
る
か
、
硬
質
石
材
を
用
い
る
か
は
単
な
る
時
間
的

　
な
差
の
み
で
は
な
い
。
そ
れ
は
硬
質
石
材
を
用
い
る
段
階
で
は
、
滋
賀
県
や
広
島

　
県
の
周
辺
に
、
す
で
に
播
磨
型
が
持
ち
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
だ
け
で
も
予
想

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
の
画
期
を
経
て
地
方
へ
の
影
響
の
仕
方
が
質
的
に
異

　
な
っ
た
と
推
定
す
る
。

⑨
　
主
と
し
て
一
・
二
型
式
と
無
突
起
型
式
a
類
の
蓋
を
も
つ
石
棺
型
式
が
こ
れ
に

　
あ
た
る
。
劇
抜
無
突
起
型
式
b
類
は
特
殊
な
蓋
を
も
つ
石
棺
型
式
で
あ
る
が
、
そ

　
れ
ら
は
畿
内
の
ご
く
一
部
の
南
大
和
型
と
播
磨
型
に
の
み
限
ら
れ
、
し
か
も
、
七

　
数
紀
中
葉
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
後
述
の
南
大
和
型
に
み
る
分
布

　
の
上
で
の
大
き
な
変
化
と
と
も
に
、
七
世
紀
中
葉
が
第
三
の
画
期
に
続
く
変
革
の

　
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑩
原
鵬
礼
二
玲
も
七
世
紀
前
半
に
皇
陵
の
治
定
・
記
録
化
が
成
さ
れ
た
と
推
定
し
、

　
こ
の
よ
う
な
皇
陵
に
み
ら
れ
る
変
化
は
皇
権
に
関
わ
る
制
度
的
整
備
と
一
連
の
改

　
制
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
〔
『
倭
の
五
王
と
そ
の
前
後
』
一
九
七
〇
〕
。

⑬
　
こ
の
関
係
は
飽
く
ま
で
家
形
石
棺
の
あ
り
方
の
み
か
ら
の
推
察
で
あ
る
。
ま
た
、

　
蘇
我
氏
が
南
大
和
型
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
初
か
ら
「
私
的
な

　
石
棺
」
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
、
蘇
我
氏
の
権
勢
が
強

　
い
段
階
で
、
一
一
つ
の
「
型
」
の
使
い
分
け
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
と
い

　
つ
た
問
題
等
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
播
磨
型
が
加
古
川
流
域
に
非
常
に
数
多

　
く
存
在
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
播
磨
型
に
お
け
る
別
抜
式
・
組
合
式
、
あ
る
い
は

　
大
型
・
小
型
と
い
っ
た
細
分
と
そ
の
使
い
分
け
な
ど
を
よ
り
深
く
検
討
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
加
古
川
流
域
で
は
播
磨
型
の
多
く
が
石
棺
仏

　
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
点
に
大
ぎ
な
困
難
が
あ
る
が
、
畿
内
の
他
地
域
に
比
べ

　
て
、
播
磨
型
が
よ
り
多
く
利
用
さ
れ
て
い
た
京
都
盆
地
北
部
の
状
況
が
参
考
と
な

　
る
だ
ろ
う
。
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五
　
結

曇五
圓口

家
形
石
棺
は
畿
内
の
古
墳
時
代
後
期
に
お
け
る
普
遍
的
な
遺
物
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
家
形
石
棺
を
「
型
」
と
し
て
捉
え
、
各
「
型
」

の
関
係
を
追
求
す
る
こ
と
の
な
か
に
六
・
七
世
紀
に
お
け
る
畿
内
豪
族
層
の
政
治
的
関
係
を
捉
え
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

以
上
の
考
察
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
つ
ぎ
に
要
約
す
る
と
、

一
　
畿
内
の
家
形
石
棺
は
「
三
輪
型
し
、
「
南
大
和
葺
」
、
「
蔦
旧
型
」
、
「
山
畑
型
」
、
「
播
磨
型
」
の
五
つ
の
「
型
」
と
、
「
九
州
劇
抜
式
石
棺

群
」
、
「
東
大
和
組
合
式
石
棺
群
」
、
お
よ
び
「
石
川
右
岸
組
合
式
石
棺
群
」
の
三
つ
の
「
黒
檀
群
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
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東
大
和
組
合
式
石
棺
群
は
三
輪
型
の
変
移
し
た
も
の
と
推
測
し
、
石
川
右
岸
組
合
式
石
棺
群
は
、
本
来
は
南
大
和
型
と
一
セ
ッ
ト
を
成
す
も
の

で
あ
る
が
、
階
層
的
な
石
棺
の
使
い
分
け
に
よ
り
生
じ
た
一
群
と
理
解
す
る
。
ま
た
、
九
州
劇
点
式
石
棺
は
九
州
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と

考
え
る
。

　
二
　
こ
こ
で
い
う
「
型
」
と
は
各
家
形
石
勝
を
型
式
、
石
材
、
分
布
地
域
等
よ
り
分
析
し
た
結
果
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
要
素
が

有
機
的
に
結
合
し
た
一
つ
の
個
性
を
も
つ
石
棺
群
を
さ
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
各
「
型
」
が
特
定
地
域
に
お
い
て
、
特
定
の
畿
内
豪
族
層
の

も
と
に
、
特
定
の
石
工
集
団
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
型
」
の
動
向
に
は
石
工
集
団
、
お

よ
び
そ
れ
を
支
配
し
た
豪
族
層
の
動
向
が
直
接
的
、
間
接
的
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
な
お
、
　
「
石
棺
群
」
と
し
た
も
の
は
石
棺
型

式
が
不
詳
な
こ
と
よ
り
、
あ
え
て
「
型
」
と
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
三
　
そ
こ
で
、
畿
内
の
家
形
石
棺
の
動
向
を
「
型
」
、
お
よ
び
「
石
棺
群
」
の
動
向
と
し
て
捉
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
三
つ
の
画
期
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
五
世
紀
後
半
に
お
け
る
畿
内
で
の
家
形
石
棺
の
発
生
、
②
六
世
紀
前
葉
に
お
け
る
畿
内
各
地
域
で
の

家
形
石
棺
製
作
の
開
始
、
お
よ
び
、
⑧
六
世
紀
末
な
い
し
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
畿
内
の
家
形
石
棺
の
斉
一
化
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
四
　
畿
内
に
お
け
る
家
形
石
棺
の
発
生
に
関
し
て
は
、
奈
良
盆
地
の
東
部
で
二
上
山
石
材
を
用
い
て
製
作
が
開
始
さ
れ
は
じ
め
た
舟
形
石
棺

が
、
九
州
創
抜
式
石
檎
の
影
響
下
、
家
形
石
棺
へ
と
形
態
変
化
を
と
げ
た
と
考
え
る
。

　
五
　
第
二
の
画
期
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
畿
内
の
一
部
で
製
作
さ
れ
始
め
た
家
形
石
棺
が
畿
内
の
各
地
で
製
作
さ
れ
だ
し
、
完
全
に
前
代
の

長
持
形
石
棺
に
取
っ
て
代
わ
る
点
に
意
義
が
あ
り
、
そ
こ
に
政
治
的
な
変
革
を
見
る
。
そ
し
て
、
六
世
紀
代
に
お
け
る
各
「
型
」
が
い
ず
れ
も

畿
内
の
一
地
域
的
な
石
棺
と
し
て
あ
り
、
し
か
も
そ
の
間
に
石
棺
型
式
の
独
自
性
が
み
ら
れ
る
反
面
、
利
用
し
え
た
石
材
の
上
に
は
量
的
な
差

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
石
棺
型
式
と
い
う
か
た
ち
で
は
、
は
じ
め
て
個
性
を
表
現
し
だ
し
た
各
豪
族
が
畿
内
の
各
地
域
で
分
立
し
て
い
る
が
、

彼
ら
の
間
に
は
石
材
の
量
的
な
差
と
し
て
窺
え
る
あ
る
種
の
政
治
的
秩
序
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
六
　
第
三
の
画
期
は
、
畿
内
の
石
棺
型
式
が
南
大
和
型
と
播
磨
型
と
に
よ
っ
て
斉
一
化
さ
れ
出
し
、
他
の
「
型
」
が
姿
を
消
し
て
行
く
現
象
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を
さ
し
、
そ
れ
は
両
「
型
」
に
共
通
の
石
棺
型
式
が
全
国
的
規
模
で
通
用
す
る
「
公
的
な
石
棺
型
式
」
と
し
て
の
性
格
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
前
段
階
に
お
け
る
豪
族
層
の
あ
り
方
が
南
大
和
型
と
播
磨
型
両
勢
力
の
も
と

に
止
揚
・
統
合
さ
れ
て
行
く
も
の
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
大
化
改
新
を
経
て
律
令
体
制
へ
と
上
り
詰
め
る
歴
史
の
一
側
面
を
み
る
。

　
本
稿
の
大
筋
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
墳
時
代
の
豪
族
層
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
考
古
学
的
遺
物

が
き
わ
め
て
少
な
い
な
か
で
、
家
形
石
棺
は
「
型
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
背
後
に
固
有
名
詞
を
も
つ
特
定
豪
族
の
存
在
を
推
定

し
え
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
つ
型
」
の
動
向
を
追
求
す
る
こ
と
は
当
時
の
畿
内
の
政
治
的
状
況
を
窺
う
上
で
き
わ
め
て
有
効
な
一
手
段
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
と
考
え
る
。

　
た
だ
、
考
古
学
的
資
料
の
み
か
ら
す
る
追
求
で
は
、
具
体
的
な
歴
史
の
復
原
に
あ
く
ま
で
大
き
な
制
約
が
あ
り
、
そ
の
点
で
多
く
の
不
満
が

残
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
そ
の
欠
を
補
う
た
め
に
で
き
る
だ
け
考
古
学
的
な
方
法
で
各
「
型
」
の
性
格
や
そ
の
関
係

の
仕
方
に
つ
い
て
言
葉
を
費
や
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
材
処
理
技
術
や
工
人
集
団
の
問
題
な
ど
論
じ
残
し
た
点
も
多
く
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。
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見
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つ
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古
代
学
研
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泉
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・
菅
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文
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一
九
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一
　
「
大
和
畠
山
の
笛
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・
山
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古
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の
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古
代
学
研
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〇
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一
九
一
二

　
　
「
南
河
内
の
珍
ら
し
き
石
棺
」
『
歴
史
地
理
』
一
九
一
三

　
「
河
内
二
子
塚
調
査
概
報
」
『
古
代
学
研
究
』
一
九

　
「
唐
櫃
山
古
墳
の
調
査
」
『
大
阪
府
の
文
化
財
』

　
　
一
九
七
一
　
『
嵯
峨
野
の
古
墳
時
代
』

一
九
七
二
　
『
京
都
府
遺
跡
地
図
』

　
　
　
「
播
磨
加
古
川
流
域
に
築
造
さ
れ
た
る
古
墳
及
び
遺
物
調
査
報
告
」
　
『
人
類
学
雑
誌
』
四
九
一
七
、

　
「
大
安
寺
字
野
神
古
墳
発
掘
見
分
書
」
　
『
大
和
文
化
研
究
』
ニ
ー
四

一
九
七
五
　
「
兵
庫
県
下
の
石
棺
一
」
『
神
戸
古
代
史
』
二
一
一

八
、
九
　
五
〇
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小
島
俊
次
　
一
九
五
五
　
「
奈
良
県
天
理
帝
上
之
悪
騒
塚
古
墳
」
『
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
抄
報
』
七

小
島
俊
次
　
一
九
五
六
　
　
「
北
葛
誠
郡
当
麻
町
当
麻
櫟
山
古
墳
」
　
『
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
抄
報
』
八

小
島
俊
次
　
一
九
六
五
　
『
奈
良
県
の
考
古
学
』

小
島
俊
次
　
一
九
六
九
　
　
「
割
塚
古
墳
の
調
査
」
　
『
青
陵
』
一
四

小
島
俊
次
　
一
九
七
一
　
「
野
神
古
墳
」
『
奈
良
布
史
隠

小
島
俊
次
・
伊
達
宗
泰
　
」
九
五
六
　
『
珠
誠
山
古
墳
』

小
島
俊
次
・
北
野
耕
平
　
一
九
六
〇
　
「
北
葛
城
郡
当
麻
村
平
林
古
墳
」
　
『
奈
良
県
文
化
財
調
査
報
告
』
（
埋
蔵
文
化
財
編
）

小
林
行
雄
　
一
九
五
一
　
「
家
形
石
棺
」
『
古
代
学
研
究
隠
四
、
五

小
林
行
雄
　
一
九
六
一
　
「
中
期
古
墳
時
代
文
化
と
そ
の
伝
播
」
『
古
墳
時
代
の
研
究
』

小
林
行
雄
　
一
九
六
二
　
「
長
持
山
古
墳
の
調
査
」
　
『
大
阪
府
の
文
化
財
』

小
林
行
雄
　
一
九
六
五
　
「
神
功
・
応
神
紀
の
時
代
」
『
朝
鮮
学
報
』
三
六

小
林
行
雄
　
㎝
九
六
七
　
「
河
内
松
岳
山
古
墳
の
調
査
」
『
大
阪
府
文
化
財
調
査
報
告
書
』
五

小
林
行
雄
・
楢
晦
彰
一
　
一
九
五
三
　
『
金
山
古
墳
お
よ
び
大
籔
古
墳
の
調
査
』
（
『
大
阪
府
文
化
財
調
査
報
告
書
』
二
）

斎
藤
優
　
一
九
六
〇
　
『
足
羽
山
の
古
墳
』

佐
田
茂
・
高
倉
洋
彰
　
一
九
七
二
　
「
家
形
石
棺
」
　
『
筑
後
古
城
山
古
墳
』

佐
藤
小
吉
　
一
九
一
三
　
「
鳥
屋
古
墳
」
『
奈
良
県
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
書
』
一

佐
藤
小
吉
　
一
九
一
四
　
「
赤
阪
の
古
墳
」
　
『
奈
良
県
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
書
』
二

佐
藤
小
吉
　
一
九
一
穴
　
「
東
乗
鞍
の
古
墳
・
旛
現
堂
古
墳
」
『
奈
良
県
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
書
』
三

滋
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
　
｝
九
三
六
　
『
滋
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
概
要
』

島
田
暁
　
一
九
五
六
　
「
北
葛
城
郡
当
麻
村
当
麻
茶
山
古
墳
」
　
『
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
抄
報
』
八

三
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島
田
貞
彦
　
一
九
二
六
　
「
山
城
国
乙
訓
郡
大
原
野
村
発
見
の
陶
棺
と
其
遺
跡
に
つ
き
て
」
　
『
歴
史
と
地
理
撫
一
八
一
四

清
水
真
一
　
一
九
七
一
一
二
　
「
奈
良
県
天
理
市
龍
王
山
古
墳
群
の
問
題
一
・
H
」
『
古
代
学
研
究
』
六
二
、
六
三

清
水
真
一
　
一
九
七
五
　
「
奈
良
県
天
理
市
龍
王
山
古
墳
群
の
問
題
匪
－
補
稿
篇
」
『
古
代
学
研
究
』
七
五

白
石
太
一
郎
　
一
九
六
六
　
「
畿
内
の
後
期
大
型
群
集
墳
に
関
す
る
一
試
考
」
『
古
代
学
研
究
』
四
二
・
四
三

白
石
太
一
郎
一
九
七
三
　
「
岩
屋
山
式
の
横
穴
式
石
室
に
つ
い
て
」
『
論
集
終
末
期
古
墳
』

白
石
太
一
郎
・
前
園
実
知
雄
　
一
九
七
一
　
『
真
美
ケ
丘
団
地
予
定
地
内
所
在
遺
跡
昭
和
四
五
年
度
発
掘
調
査
概
報
』

白
石
太
一
郎
・
前
園
実
知
雄
　
一
九
七
二
　
『
真
美
ケ
丘
団
地
予
定
地
内
所
在
遺
跡
昭
和
四
六
年
度
発
掘
調
査
概
報
』

末
永
雅
雄
　
一
九
六
一
　
『
日
本
の
古
墳
』

関
野
貞
　
一
九
二
五
　
「
法
隆
寺
堂
塔
の
基
壇
に
使
用
せ
れ
た
る
凝
灰
岩
様
石
材
に
就
て
」
『
考
古
学
雑
誌
』
一
五
－
七

高
橋
健
自

高
橋
健
自

高
橋
美
久
二

田
代
克
巳

伊
達
宗
泰

伊
達
宗
泰

伊
達
宗
泰

一
九
＝
二
a

一
九
㎝
三
b

　
一
九
六
九

一
九
六
六

一
九
五
六

一
九
六
〇
a

一
九
六
〇
b

伊
達
宗
泰
・
岡
幸
三
郎
・
菅
谷
文
則

田
辺
昭
三
　
一
九
六
六

坪
井
清
足
　
一
九
六
一

坪
井
良
平
　
一
九
一
三

　
『
考
古
学
』

　
「
河
内
に
お
け
る
一
種
の
古
墳
」
　
『
考
古
学
雑
誌
』
四
－
四

　
「
堀
切
横
穴
発
掘
調
査
概
要
」
　
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』

「
大
阪
府
茨
木
市
見
付
山
古
墳
」
『
日
本
考
古
学
年
報
』
一
四

「
北
葛
城
郡
河
合
村
佐
味
田
字
小
見
高
塚
古
墳
」
　
『
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
抄
報
』
八

　
「
大
三
輪
町
穴
五
珠
城
裏
二
号
墳
・
三
号
墳
」
　
『
奈
良
文
化
財
調
査
報
告
』
（
埋
蔵
文
化
財
編
）
三

　
「
桜
井
市
粟
原
越
塚
古
墳
」
　
『
奈
良
県
文
化
財
調
査
報
告
』
（
埋
蔵
文
化
財
編
）
三

　
　
　
　
一
九
七
二
　
「
鳥
土
塚
古
墳
」
　
『
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
二
七

『
陶
口
巴
古
憲
費
砒
群
』
　
一
　
（
『
平
安
学
園
研
究
論
集
』
　
一
〇
）

「
墓
制
の
変
貌
」
　
『
世
界
考
古
学
大
系
』
四

「
大
和
国
笛
吹
社
の
古
墳
」
　
『
考
古
学
雑
誌
』
三
一
七
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圭
三
郎
・
高
橋
美
久
二
　
一
九
六
八
　
「
向
日
丘
陵
地
周
辺
遺
跡
分
布
調
査
概
要
」
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』

奈
良
県
立
橿
原
公
苑
考
古
博
物
館
　
　
一
九
七
一
　
『
大
和
考
古
資
料
目
録
』
一

西
川
宏
・
今
井
発
・
是
州
県
・
高
橋
護
・
六
車
恵
一
・
潮
児
浩
　
　
一
九
六
六
　
　
「
瀬
戸
内
」
　
『
日
本
の
考
古
学
』
四

西
崎
辰
之
助
　
一
九
；
一
　
「
宮
塚
古
墳
・
都
寺
古
墳
」
　
『
奈
良
県
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
書
』
一

西
崎
辰
之
助
　
一
九
一
六
　
　
「
條
の
古
墳
」
　
『
奈
良
県
史
籍
　
勝
地
調
査
会
報
告
書
』
三

西
谷
正
　
一
九
六
五
　
『
大
阪
府
高
槻
市
服
部
塚
脇
古
墳
群
』
（
『
高
槻
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
こ

浜
田
耕
作
　
一
九
三
七
　
『
大
和
島
庄
石
舞
台
の
巨
石
古
墳
』
（
『
京
都
大
学
芋
学
部
考
古
学
研
究
報
告
』
一
四
）

浜
田
耕
作
・
梅
原
末
治
　
一
九
二
三
　
『
近
江
国
高
島
郡
水
尾
村
の
古
墳
』
（
『
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
』
八
）

東
大
阪
市
遣
跡
保
護
調
査
会
　
一
九
七
四
　
『
上
四
条
小
学
校
内
山
畑
四
八
号
墳
』

東
大
阪
市
教
育
委
員
会
　
一
九
七
三
　
『
山
畑
古
墳
群
』
一
（
『
東
大
阪
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
一
）

樋
口
清
之
　
一
九
二
八
　
「
奈
良
県
柳
本
町
付
近
の
横
穴
古
墳
群
」
『
考
古
学
雑
誌
』
一
八
i
八

樋
口
隆
康
　
一
九
穴
一
　
「
京
都
嵯
峨
野
広
沢
古
墳
」
『
京
都
府
文
化
財
調
査
報
告
』
二
二

久
野
邦
雄
　
一
九
七
二
　
「
ツ
ボ
リ
山
古
墳
」
　
『
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
二
七

藤
井
直
正
　
一
九
六
六
　
「
考
古
資
料
一
古
墳
時
代
」
『
枚
岡
市
史
』
三

藤
沢
一
夫
　
一
九
六
二
　
「
松
井
塚
古
墳
の
調
査
報
告
」
『
大
阪
府
の
文
化
財
』

藤
沢
長
治
・
小
野
山
節
　
一
九
六
一
　
「
京
都
大
枝
福
西
古
墳
」
『
京
都
府
文
化
財
調
査
報
告
』
二
二

間
壁
忠
彦
　
一
九
七
五
a
　
「
石
棺
石
材
の
産
地
推
定
と
石
棺
の
分
布
」
『
古
代
学
研
究
』
七
五

問
壁
忠
彦
　
一
九
七
五
b
　
「
石
棺
石
材
に
つ
い
て
の
補
訂
」
『
古
代
学
研
究
瞼
七
六

間
壁
忠
彦
・
間
壁
葭
子
　
一
九
七
四
a
　
「
石
棺
石
材
の
同
定
と
岡
山
県
の
石
棺
を
め
ぐ
る
問
題
」
『
倉
敷
考
古
館
研
究
集
報
』
九

間
壁
忠
彦
・
間
壁
葭
子
　
一
九
七
四
b
　
「
岡
山
県
丸
山
古
墳
ほ
か
長
持
形
・
古
式
家
形
石
棺
の
石
材
同
定
」
『
倉
敷
考
古
館
研
究
集
報
』

一
〇
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V　V　V　V　V　V　V　V　V　V　V　V　V　V　V
間
壁
忠
彦
・
間
壁
葭
子
　
一
九
七
五
。
　
「
長
持
形
石
棺
」
『
倉
敷
考
古
館
研
究
集
銭
』
一
一

松
下
進
　
一
九
七
一
　
『
日
本
地
方
地
質
誌
近
畿
地
方
』

丸
山
竜
平
　
一
九
七
一
　
「
近
江
石
部
の
基
礎
的
研
究
」
『
立
命
館
文
学
』
三
一
二

水
野
清
一
・
小
林
行
雄
　
一
九
五
九
　
「
家
形
石
棺
」
『
図
解
考
古
学
辞
典
』

水
野
正
好
　
一
九
七
〇
　
　
「
群
集
墳
と
古
墳
の
終
焉
」
『
古
代
の
B
本
』
五

武
藤
誠
　
一
九
三
二
　
「
石
宝
殿
」
　
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
』
九

本
山
村
誌
編
纂
委
員
会
　
一
九
五
三
　
『
本
山
村
誌
』

森
浩
一
　
一
九
五
八
　
「
大
阪
府
堺
市
百
舌
鳥
四
五
号
墳
」
『
日
本
考
古
学
年
報
』
七

森
浩
｝
　
一
九
七
三
　
『
古
墳
』

八
木
奨
三
郎
　
一
八
九
九
　
『
田
本
考
古
学
』
（
後
編
）

安
田
博
幸
・
白
石
太
一
郎
　
一
九
七
二
　
「
高
松
塚
古
墳
の
漆
喰
に
つ
い
て
」
『
壁
画
古
墳
高
松
塚
』

山
本
清
　
一
九
六
六
　
「
割
竹
形
・
舟
形
系
の
石
棺
」
『
山
陰
文
化
研
究
所
紀
要
』
七

山
本
清
　
一
九
七
〇
　
「
家
形
系
の
石
棺
」
『
山
陰
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
〇

吉
井
良
秀
　
一
九
一
三
　
「
摂
津
国
武
庫
鎌
倉
本
村
の
小
石
棺
に
就
い
て
」
『
考
古
学
雑
誌
』
三
－
一
一

龍
谷
大
学
文
学
部
考
古
学
資
料
窒
　
一
九
七
二
　
『
南
山
城
の
前
方
後
円
墳
』
（
『
龍
谷
大
学
文
学
部
考
古
学
資
料
窒
研
究
報
告
』
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
火
学
院
生
・
京
都
市
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The　House－shaped　Stone・co盤ns家形石棺in　Kinai畿内

by

Seigo　Wada

　　The　house－shaped　stone－cofins　are　well　found　in　Kinai　in　the　later

old　mound古墳per圭ods．　In　this　article，　I　analyse　them　as　to　the　type，

material，　geographica1　distribution　and　so　on，　classify　them　into　some

distinctive　groups　or　types　which　have　common　elements，　and　by

examining　the　mutual　re1ations　of　them，　1　investigate　the　political

movements　of　the　dynasties　of　Kinai．

　　Accordlng　to　my　examination，　the　house－shaped　stone－coffins　were

classified　to　five　‘types’，　and　three　‘groups’，　and　their　history　liad

three　turning　points　as　follows，　（1）　the　emergence　of　them　at　the　east

part　of　Nara　basin奈良盆地in　the　second　half　of　the丘fth　century，

（2）　the　beginning　of　producting　of　them　at　every　part　of　Kinai　i’n　the

first　half　of　the　sixth　century，　and　（3）　the　beginning　of　the　uniforma－

lization　of　them　from　the　end　of　the　sixth　century　to　the　fu－st　decades

of　the　seventh．　Therefore，　investigating　the　mutual　relations　of　the

types　at　every　period，　and　pursuing　the　meaning　of　the　relations，　this

article　concludes　that　the　change　of　the　house－shaped　stone－coMns

refiected，　in　the　aspect　of　the　funeral　ceremony，　the　political　movements

of　those　days　from　the　reign　of　empress　8％魏。推古and　the　Renovation

Of　Taika大化改新unto　the　Ritsaryo律令regime．

Die　Rinden－landwirtschaft　und　der　Yaki－betrieb

　　　　　　　vom　8．　bis　zum　IO．　Jahrhundert

　　　　　　　Ejne　V　oraussetzung　zur　Entstehung　des

　　　　　　　　mittelalterlichen　Grundbesitzes

von

Hiromu　Hatai

　　In　den　landwirtschaftlichen　Urkunden，　die　im　Archiv　“Heian　lbun”

平安遺文aufgenommen　werden，　finden　wir　oft　das　Wort“Rinden”林田

・als　das　FlachenmaB　der　Flur．　“Rinden”　kommt　ursprUnglich　von　der
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